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は じ め に

志木市遺跡調査会

会長柚木博

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、面積9.06krrlを有し、人口約 6万 8千人を擁する臼然と

文化の調和する都市です。この地には現在、我々の先人たちが遺した足跡とも言うべき埋蔵

文化財包蔵地(遺跡)が14遺跡確認されています。

そして、これらの遺跡は、地理的には武蔵野台地縁辺部に集中して分布し、同時に当市で

は、本町・柏町・ 幸町地区といったマンション・アパー卜・個人住宅建設等の開発事業が盛

んに進められている地区でもあります。そのため、 当市では、こうした遺跡内で開発事業が

計画される場合、文化財保護の重要性を理解していただき、現状保存・盛土保存・記録保存

という 3段階の保存対策で対処しています。特に、記録保存については、文化財にとっては

最終段階での保存であり、これが発掘調査になります。志木市では、年間およそ 30件ほどの

開発事業については、事前に確認調査を実施し、盛土保存や記録保存を実施している状況と

言えます。

さて本書は、平成15年度に発掘調査が実施された新邸遺跡、第 8地点の発掘調査報告書です。

新邸遺跡については、昭和60年の第 1地点の発掘調査を最初に現在まで 9地点の調査が実

施されており、今までの調査の結果、新邸遺跡は、縄文時代早期か ら近世にかけての幅広い

時期の複合遺跡であることが判明してきました。特に、本遺跡内には、学史的にも有名な新

邸貝塚がありますが、この貝塚は、過去の第 1・2地点の調査から、縄文時代前期(黒浜式

期)の住居跡内に貝層をもっ貝塚であることが解明されています。

今回報告する新邸遺跡第 8地点では、縄文時代から近世・近代にかけての多くの遺構・遺

物が発見されました。 中でも、 古墳時代前期の方形周溝墓は、通常のものには見 られな い柱

穴が方台部と呼ばれる部分か ら配置良く見つかっており 、建物跡の可能性 も考えられるよ う

です。古墳時代後期では、当地域から初めて住居跡が発見さ れました。さらに、本市では初

めて野火止用水跡と考えられる遺構の調査が実施されたのも特筆すべきことと言えるで しょ

つO

以上、ここではほんの数例でしか紺介できませんが、本地点からの貴重な発見により、志

木市の歴史にまた新たなる 1ページが追加されたことは大変喜ばしいことであり、同時に本

書が郷土の歴史研究のために広く活用されるよう切に願っております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた事業主体者、

そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対し、心から感謝

申し上げ、ます。
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1.本書は、埼玉県志木市に所在する新邸遺跡(県NO.09-008)の第 8地点の発掘調査報告書であるO

2.発掘調査及び整理作業は、志木市教育委員会の斡旋により、 開発主体者 から志木市遺跡調査会が

委託を受け実施した。

3.本書今の作成において、編集は尾形則敏 ・深井恵子が行い、執筆は下記以外を尾形則敏が行った。

なお、中世以降の遺構 ・遺物については朝霞市教育委員会の野沢 均氏に、『舘村旧記』の大塚千

手堂については志木市文化財保護審議会会長の神山健吉氏にご教示を頂いた。

深井恵子 第 3章第 2節の遺構

青木 修 第 3章第 1節

4. 27号土坑出土の“MARUKOSI"の刻印レンガについては、丸越工業株式会社(七川県七尾市七崎

町)販生推進グループ技術開発 ・品質保証担当の松浦一弘氏にご教示頂いた。

5.自然科学分析については、株式会社パレオ ・ラポ(代表取締役 藤根 久)に依頼し、その結果を

付編に併載するものとする。

6 .遺物の実測は、青木 修 ・星野恵美子 ・松浦恵子 ・山口優子が行い、遺構のデジタルトレースは深
井恵子 ・青木 修 ・遠藤英子が、遺物のトレースは深井恵子が行った。:与:真撮影は青木 修が行った。

7 .各遺跡の発掘調査及び整理作業 ・報告書作成には、以下の諸機関 ・諸氏のご教示 ・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼主県教育局市町村支援部生涯学習文化財課 ・(財)埼ギ県埋蔵文化財調査事業団 ・埼主県立埋蔵文

化財センタ一 ・朝霞市教育委員会 ・朝霞市博物館 ・新座市教育委員会 ・和光市教育委員会 ・富士見市

教育委員会 ・富士見市立水子員塚資料館 ・志木市立志木第四小学校 ・丸越工業株式会社

荒井幹夫 ・上田 寛 ・江原 JII]j・加藤秀之 ・片平雅俊 ・隈本健介 ・柴原和彦 ・小出輝雄 ・肥沼正和 ・

小滝 勉 ・渋谷寛子 ・粛藤欣延 ・笹森健一 ・斯波 /台 ・鈴木一郎 ・高橋 学 ・照林敏郎 ・根本 靖 ・

野沢 均 ・早坂贋人 ・藤波啓容 ・堀 善之 ・松本富雄 ・三田光明 ・柳井彰宏 ・山田尚友 ・山本龍 ・

和田晋治

開発主体者 個人

凡例

1.本報告書で使用した地図は以下のとおりである。

第 1図 1 : 10.000 I志木市全図」アジア航測株式会社調製 平成 9年 3月志木市1: 2.500をデジ

タルマップにより縮図編集

第2図 1 : 2.500 ゼンリン電子住宅地図 デジタウン「埼玉県志木市」平成15年 8月発行 株

式会社ゼンリン

2.挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。

3.遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。

4. ピット ・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面ーからの深さを示し、単位はcmであるO また、同

一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピッ トと思われるものには、数値を省略した。

5.遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致するO

6.遺構挿図版中のスクリーン トーンについては、各挿図版内にその内容を示したが、遺物挿図版中の

スクリーントーンは土器の赤彩範囲を示す。石器の斜線部は節理面を示す。

7 .遺構の略記号は、以下のとおりであるO
方=方形周溝墓 H=古墳時代前 ・後期の住居跡 D=土坑 M=i溝跡

w=井戸跡 p=ピッ ト
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第� 1章 遺跡の立地と環境

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4.71km、東西4.73kmの広がりをもち、面積

O

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗|吋地区は、荒川 (旧入間川)の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町 ・柏町・ 幸町地区は、古多摩川によ って形成された武蔵野台地の上にある O また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、 そして西部から中央に新河岸J11と合流す る

柳瀬川の� 3本の川が流れている O

こうした白然環境の中で、凶)京大塚遺跡をはじめ市域の大部分の遺跡は、 柳瀬川・新河岸川右岸流域

の台地縁辺部に帯状に存在している。遺跡は柳瀬川上流から、 西原大塚
にしはら おお 3か

遺跡(7)、中道
なかみち

遺跡(� 5)、新
ら

1 市域の地形と遺跡第 節

万9.06krrl 6 8は 、人口約 千人の自然と文化の調和する都市である

なかのLろやま

、8 3 2邸遺跡( )、城山遺跡( )、中野遺跡( 市場裏遺跡(1 田 遺跡(10)、富士前遺跡 (11)
おおはら

。

たやしき

、5))、 子山
こべろま

また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地で も、馬場遺跡同
開

。
仁

ね
←
小 

c
H関 h 

ら付 L
U

?

M

て

(1

ム

れ
れ
跡館

け
山
中
庫

マ
h

V

1

ノ

、
つ
り

大原遺跡(16)の
u
一目(12)、宿遺跡(14)、 のよ うに自然堤防上に存在する遺跡も明 らかにされつつあ り、� 

No 遺跡名�  i室湖、の規模 地目 遺跡の種類 遺跡の時代 主な遺構 主な遺物

旧石器、縄 (早~晩)、
2 中 野� 60，990 m' 畑 ・宅地 集落跡 弥(後)、肯� (前~後)、

ム窓集中地点、住居跡、 己 6~、縄文・ 弥生土器、士日市器、 

平、中 ・近世
土坑、井戸跡、溝跡等 漬曹、器、 陶磁器等

日石器、縄(草倉 II~ 晩)、
石器集中地点、住居跡、

城 78.700 rrf畑 ・宅地 城館跡 ・
土坑、士坑墓、地下室、

石器、縄文 ・弥生土器、土日IP器、� 
3 山� 集落跡 弥� (1主)、古 (前~後)、

井戸跡、溝跡、伯城跡関
須恵、器、陶磁器、 吉銭、鋳造関連

奈 ・平、巾・ 近世
連、鋳造関連等

遺物等

旧石器、縄(前~後)、
石器集中地点、 住居跡、� 
士坑、方形周溝墓、 士坑 石器、縄文土器、土師器、須恵器、

畑・ 宅地860nf己，4中 集治跡道� 弥(後) 、 古 (布J~後)、
墓、地下式坑、溝跡、道 陶磁器、古銭、人骨等

奈 ・平、 中 ・近世
路状遺構等� 

6 塚/山古墳� 800 rrf 林 肯墳? 古墳? なし なし

ト←ー
日石器、縄(円リ~晩)、 石器集巾地点、住居跡、

7 西原大塚� 163，930 rrf畑・宅地 集落跡 弥� ci走)、 芹(前 ・後)、 十坑、方形周溝墓、井戸
石器、縄文・弥生土器、 土eiji器、� 

奈 ・平、 中 ・近世 跡、溝跡等
須恵器、陶磁器、 古銭等

縄(平~中)、古(前)、
員塚、住居跡、 土坑、方

8 新 丘日� 16，400 nf 畑 ・宅地 員塚・集活跡 形周溝墓、井戸跡、溝跡、
石器、貝、縄文・ 弥生土器、士師� 

中 ・近世
段切状遺構、ピソト君平等

器、陶磁器、古銭等� 

9 城山貝塚� 900 m' 林 貝 塚 縄(前) 斜面貝塚 石器、縄文士器、 貝

縄 (草創~晩)弥(後)、 住居跡、 土坑、方形 ・円� 
10 田 子山�  62，200 rrf畑・宅地 集落跡 古〔後)、余 ・平、中・ 形周溝墓 ローム採掘遺 縄文・弥生土器、才師器須恵器、

近世、近代 橋、溝跡等 陶磁器、炭化種子等� 

11 富 士 前 �  7，100 rrf 宅地 集m跡 弥(後)~古 (前) 住居跡 弥生士器、 土師器� 

12 ，¥i'; I易� 2，800 rrf t目 集落跡 古(前) 住居跡ワ 土師器� 

13 関根兵庫館跡� 4，900 m' クラント 館跡 中世 イ¥明 なし� 

14 f白� 7，700 rrf 田 館~]); 中世 溝跡 ・井桁状構築物 木� .11製品� 

15 市場 裏� 10，700 nf 宅地 集落跡 ・墓跡 弥(後)~古 (前) 、 近代住居跡・方形周溝墓 弥生士器、士師器、かわ らけ� 

16 大 原� 1，700 nf 宅 地 不 明 近世以降ワ 溝lf，]); なし

1、〆亡 計� 464，680 nf 

平成19年� 3月31円現在

第� 1表 志木市埋蔵文化財包蔵地一覧
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第 1節市域の地形と遺跡

将来的には新たな遺跡、が相次いで発見される可能性がある O なお、市内の遺跡総数は、現在前述した 12

遺跡に塚ノ山
つか のやま

占墳(  6 )、城山貝塚
しろや まかいつか

( 9 )を加えた 14遺跡、である(第 1図)。

次に市内の遺跡、を時代順に概観してみることにする。

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで、この時代の遺跡としては、柳瀬川右岸の

西原大塚・中道・城山・中野遺跡があ る O 中道遺跡、では、昭和62(1987)年の富士見 ・大原線(現ユリ

ノキ通り)の~事に伴う調査により、立)11 ローム層の IV層上部・ VI層・刊層で文化層が確認されており、

蝶群、石器集中地点、が検出されている O これにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩

や凝灰岩の6核や剥片などが発見されている O

と|三成 11~14年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からも立川ローム層のW層卜苛1から、

黒曜石・頁岩の石核・剥片が約60点出土している O

縄文時代になると、 草創期では、 平成 4年度に発掘調査が実施さ れた城山遺跡第 16地点か ら爪形文系

土器 l点、平成10年度の因子山遺跡第51地点から有茎尖頭器 1点が出土している O

早期では、田子山遺跡から撚糸文・沈線文・条痕文系土器、富士前・城山遺跡、から撚糸文系土器が数

点出土している。住居跡としては、曲原大塚・新邸遺跡の前期黒浜式期のものが最古に位置付けられ、

それぞれ 1軒検出されている。そのうち、新邸遺跡のものは貝層をもっ住居跡で、ある。また、平成 2年

度に市指定文化財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面員塚と考

えられる O

遺跡、が最も増加するのは、 lt期中葉から後葉の勝坂式~加曽不 !JE式期である O 西原大塚遺跡では、多

くの住居跡が環状に配置する可能性のあることが指摘されている O その他、中道・城山・中野・田子山

遺跡、からも住居跡・土坑などが発見されている O 中期末葉からは遺跡が減少し、現在のところ西)京大塚

遺跡から敷石をもっ住居跡が l軒確認されるのみである O

さらに後期では、西原大塚遺跡から堀之内式期の住居跡 1軒と加曽手!JB式期の住居跡 1軒、遺物集

中地点 1ヶ所が検出されている。また、その他の遺構としては、 因子山遺跡第 31地点において、 士坑 l

基が検出され、下属から称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴をもっ土器が出土している O 西原大

塚遺跡第 54地点でも 2基の土坑が検出されている。

晩期になると、中野・因子山遺跡から安行皿C式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以

降市内では遺跡が希薄なる傾向にある O

弥生時代では、現在のところ、前・中期に遡る遺跡は存在しな L、。大部分が後期末葉から古墳時代前

期にかけての遺跡であ ろうと考えられる。その中で、因子山遺跡第 31地点の 21号住居跡は後期中葉に比

定される司能性があり、その住居跡、からは、多数の土器をはじめ、 大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイ

ズなど)、炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上で重要である O 富士前遺跡では、志木市史にも

掲載されているが、不時の発見に伴い、龍目痕をもっ査形土器をはじめとした多くの土器が発見されて

いる O

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が500軒以上確認されており、市内最

大の集落跡であることが判明している。特に、 122号住居跡からは、全国的にも稀な「イヌ」を象った

と思われる動物形土製品が出土している。

当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和62 (1987)年以降、西原大塚 ・市場裏・因子山遺跡

の 3遺跡から確認されてきたが、最新では、本報告の新邸遺跡第 8地点の 1基と平成18年に発掘調査が 

3 




第� 1章 遺跡の立地と環境� 

掲載された主な遺構・ 遺物 報告書一覧No及び資料索引� 

石器集中地点� 1ヵ所、ナイア形-u器、角錐状-u器など No.29 
石器集中地点� 2ヵ所、石器 ・磯
石器集中地点� 2力所

札33 
且19 

ナイ フ形石器、尖頑器など� 1984 r志木市史原始・古代資料編』� 
32且N	片 ・石核11ヵ所、ナイ フ形石器 ・ま2器集中地点4J

第� 2地点 包含層出土土器 中期�  Nll 2 
第16地点 集石� 1基 不 明� No.17 
第25地点� 住居跡� l軒、土坑� 9基、炉穴� 5基、土器、石器 早~晩期� N口25

N
N

2 中 野� 

地地点点4493第第
包含層出土仁器 早~後期� No.20 
住居跡� 1軒、七坑� 10基、炉穴� 1基、造物包含層 早期~後期� No..29 

3 城� llJ A地点 住居跡� l軒 前期 『志木市史原始 ・古代資料編』
第� 3地点� |包含層出土土器 早~後期� N口7
第� 4地点 埋護� 1基 中 期� N日� 8
第� 9地点 土坑� 1基

2 
7'10..1

0'1
N0.1

第16地点 包含層出土土器、集石� l基、土器(爪形文系なと)、 石器� 草創!I ~後期 Nll27 

不 明� .11 
第11地点 住居跡� l軒、士坑� 3基、炉穴� l基、土器 目リ ・中期
第12地点 包含届出土土器	 早~晩期� 

第29地点 土坑� l基 8 
8 
0 

No.1
No.1
No..2

第35地点 包含層出土土器 早~後期� No..20 
第42地点 土坑� 21基、炉穴� 1墓、土器 ・石器 早~中期� No.33 

6 0.'1 
中中 期期

基、土器、石器2基、 集石8軒、土坑3住居跡地点2第道中5 
第12地点 住居跡� 2軒、土器 N0.13 
第13地点 住居跡� 1軒、土坑� 1基、土器 中期�  Nll13 
第21地点 包含層出土土器 ~ I J 期 No.17 
東� 27地点 包含届出土土器 円 Ij~後期 No.22 
第41地点 包含層出土土器 早~後期� No.20 

'1早~後期	包含層出土土器也点44t第� 0.21 
7 西原大塚	 第� I地点 住居跡� 4軒、土坑� 8基、土器、石器 中 期� No.1 

第� 3地点 住居跡� 5軒、土坑� 2基、土器 中 期� No.2 

第第384地地点
住居跡� 1軒、 土坑� 24基、土器、モJ器 中 期� No..9

点
住居跡� 3軒、土f1[6基、士器、七器 中 期� No..18 

第39地点 住居跡� 3軒、土器、石器 中 期� No.21 
第43地点 住居跡� 10軒、土坑� 22基、 ヒ器、石器 中 期� No.24 
第47地点 土坑� l某、遺構外出土土器� 中 期� No.26 

l 第54地点 土坑� 7基、土器 中 ・後期� No.28 
第65地点 遺構外出土土器・ 石器 目 'J~後期 No.30 
第67地点 住居跡� 8軒、土坑� 8基、集石� 1基、土器 ・石器多数 中期� Nα34 
第110地点 土坑� l基、集石� l基、土器片 中期� No..32 

18 新 邸 第� I地点	 、土坑� 2基、包含層出土土器 J・中期� No..3住居跡� l軒(員塚) 円I

第� 2地点 住居跡� 1軒(第l地点と同一)、土器、-u器、員類 前 期� No.4 

早~後期l 

第� 32地点 包含層出土土器	 早~中期 
弟� 34地点 包含層出土土器	 早~中期� 

第� 3地点 包含層出土土器 早� .~IJ 期 No.1
第� 4地点 土坑� l基 No.1

0 
3 
7「ーす不 扇明第10地点 住居跡� 1軒、 土器 No.1

第19地点 土坑� 2基、遺構外出土土器 早~後期� No.22 
第21地点、 遺構外出土土器片 早~後期� No.22 
第25地点 炉穴� 1基、遺構外出土土器 早~後期� 0.22 '1
第32地点 土坑� 1基、遺構外出土土器 阜~中期� No.1
第37地点 遺構外出土土器 早 期� No.1

6 
6 
8<，$，也>!'¥39t 土坑� 3基、 集石� 2基、炉穴� 2基、土器 早 期� No.1

第47地点 遺構外出土土器 早 ・目IJ期� No.20 
第49地点 遺構外出土上器 早 期� No.20 
第69地点 集石� l基 中 期� No.26 

10 田 子 山� 

集石� l基、土器	 円IJ期� No.28 
|遺構外出土土器・ 石器

住居跡� 2軒、土器
住居跡� I軒、土器

住居跡� l軒、土坑� 1基、土器
住居跡� 6軒、土器� 
住居跡� 1軒
住居跡� 2軒、 土器
住居跡� l軒、土器、砥石� 
住居跡� l軒、土器
住居跡� 3軒、 士器
住居跡� 2軒、 土器� 

早期~中期� 

後 期� 
後 期� 

後 期� 
後期�  
後 期
後期�  

後期�  

後期~古墳� 
後期~古墳

||i麦長期~古墳� 

No.30 

No..8 
NO.25 

No.2 

寸No.29 
「志木市史原始・古代資料編』
No.8 
No..20 
No.l 

~I一尚一編
2 0.'1

3. 弥生時代� 

I2 I中
野

山

7 西原大塚� 

也点1'78第� 
| 弟� 81地点� 

第� 2地点
第� 9地点

第25地点
第49地点
B地点

第� 4地点
第35地点

l 第� I地点
第� 2地点
第� 3地点

4.住居跡� 3軒、土器、砥七	 期~古墳� NO
地地点点46 第第| 

住居跡� 1軒、土器	 後期~古墳� No.8 
第� 7地点 小竪穴状遺構� l基 後期~古墳� No.10 
第� 8地点 住居跡� 13軒、 方形周溝墓� l基、掘立柱建物跡� l基 後期~古墳� No.9 
第� 9地点 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� NO.9 

'1~古墳後期	軒、土器1住居跡地点10第� 0.9 
第14地点� l住居跡� 4軒、土器 後期~古墳� NO.17 
第21地点� |方形周溝墓� Hよ土器 後期~古墳� NO.22 

一→

第 2表志木市の時代別にみた考古資料一覧� (1) 
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第� 1節市域の地形と遺跡�  

No. 遺跡名 池点名 掲載さ れた主な遺構 ・遺物 報告書一覧Nu及び資料索引� 

7 西原大塚 第32地点 住居跡� 2軒、土器 後期~古墳� No.16 
第36地点 住居跡� 4軒、土器 後期~古墳凶NdO2l1 
第37地点 住居跡� 7軒、 土器 後期~古墳

ト第39地点 住居跡� l軒、方形周溝墓� 1基、士器、石器 後期~古墳� NO.21 
第43地点、� |住居跡� 9軒、士器 後期~古墳� NO.24 
第45地点 住居跡� 72軒、 方形周溝墓� l基、 土器(鳥型土器) 後期~古墳� Nu23 
第47地点

卜254地点
65地点

方溝跡形周l本溝墓� 1基、土器

住居跡� 3軒、土器、土師器、石器

後期~古墳� 

後期~古墳墳
後期~古

NO.26

市;; 
第67地点 住居跡� 8軒、掘立柱建築遺構� l棟、土器 ・石器 後期~古墳� NO.34 
区両整理 住居跡� 30軒、方形周溝墓� 4基(記述のみ) 後期~古墳� No.19 

10 因 子 山 第� 1地点 住居跡� l軒、土器 後期�  NO.9 
3 
7 

第 4地点 住居跡� I軒、 土器	 後期�  No.1
第10地点 住居跡� 5軒、土器 	 後期�  N(1l
第19地点 	 後 期� .遺精外出土土器 NO22 
第31地点 住居跡� 17軒� (21号住居跡記述のみ) 後期 『田子山富士』文化財第22集
第32地点 方形周溝墓� 1基 後期~古墳� NO.16 

形形E[←方U
住居跡� 1軒、土器 7 

7 
No.1第� l地点 後期~古墳� 
No.1後期~古墳ー周溝墓� 2基、 土器小片~ 第第 2地地点3 点� 

周溝墓� 1基、 士器小片 	 後期~古墳� No.14 

4. 古墳時代

野

3 城 山� 

5 I 中 道

7 函原大塚

8 新 邸

第� 2地点

| 	第� 7地点

第12地点、
第16地点

第18地点

第25地点

第31地点

第41地点

~第第4590地点
地点

B 地点

「言 地点、第い 2
3地点

第� 4地点

第� 6地点

第7・9地点

第11地点

第13地点

第15地点

第25地点

第29地点、
第34地点

第35地点

第42地点

第� 2地点、
第12地点、

~第第2113 地地点点
第33地点

第36地点

第37地点

市史掲載

第11地点

第43地点

第45地点

卜第第一11110地点1
tt江戸、

第 2地点

住居跡� I軒、土師1Iii
住居跡� 1軒
住居跡� 1軒、 土師器多数

住居跡� l軒、 土師器

住居跡� 1軒、土師器、鉄鉱多数

住居跡� 10軒、 土師器多数

住居跡� l軒、土師器、鉄鉱、砥石� 

住居跡� l軒、土師器多数、紡錘草� 

住居跡� l軒、士坑� 2基、土師器

住居跡� l軒
住居跡� 2軒、 土師・� 5頁恵器

住居跡� 54軒、 土師器多数、須恵、器、鉄 ・土製品
住居跡� 4軒、土師器

住居跡� l軒、土師器多数

住居跡� 2軒、土坑� l基、土師器多数

住居跡� 7軒、土師器多数、鉄製品

住居跡� 3軒、土師器

住居跡� l軒、士師器

住居跡� 6軒、土師器

住居跡� 2軒、 土師器、初期須君、器

住居跡� 1軒、土師・� 2頁理器

住居跡� 3軒、土師器

住居跡� l軒、土師器多数

住居跡� 16軒、土師器 ・須恵器 ・土製品 ・鉄製品多数

住居跡� 5軒、土師器

住居跡� 3軒、土師器

住屈跡� l軒、士師器

住居跡� 2軒、溝跡� 1本、土師器、鉄製品 (鎌完形� 1点)

住居跡� 1軒、 土師 ・1頁恵器

住居跡� 1軒、土師器

住居跡� l軒、土師器多数、 須恵、器小片、 土製品

士師器

方形周溝墓� 1基、壷棺� l基、 土師君

住居跡� l軒、士師器

住居跡� 2軒、士師器

住居跡� l軒、 土師器

住居跡� 7軒、資 ・護・ 局杯 ・鉢形土器

住居跡� 1軒、 土師器

後期�  

後期�  

後期�  

後期�  

後期�  

後後後 期期期� 

後期 
  
後期 
  
後期 


自ij・後期 
  
日IJ・後期 
  
後期 
  
後 期
 

中 ・後期 
  
円IJ・後期 
  
後期 
  
後期 
  

中 ・後期 
  
後期 
  
後期 
  
後期 
  
後 期
 
後期 
  
後期 
  
後期 
  
後期 
  
後期 
  
削期 
  
中期 
  
日IJ 期

目IJ 期
 
後期 
  
後期 
  
日IJ 期
 
円リ期
 
円IJ 期
 

No

No

No

No	

Nu 

NO.2 
.1No0 

No.1 」2 
No.17 
.14 

NO.25 
No.15 
No.18 
NO.29 
NO.24 
「志木市史 原始 ・古代資料編J
NO.5 
NO.7 
NO.8 
.lO 

No.l1 
NO.12 
.l7 

NO.27 
.l6 

No.l8 
NO.20 
NO.20 
Nu33 
NO.6 
No.l3 
No.13 
No.l7 
No.16 
No.18 
No.l8 
『志木市史原始・古代資料編』

No.11 
NO.24 
NO.23 
NO.31 
No.32 

4 
出 子 山 第� 5地点 住居跡� 1軒、土師・� 3員恵器、炭化種子(ヤ 7 モモ多数) 3 

7 
後期�  No.l

第13地点 住居跡� 1軒、土師器 〔暗文土器 l点あり) No.l後期�  

第29地点 住居跡� 2軒、土師 ・須恵器 後 期� No.15 
第48地点 住居跡� l軒、土師器(続比企型杯あり 〕 後期�  NO20.
第69地点 住居跡� 1軒、士師器 後期�  Nα26 

11 富士円IjH 土師器多数 	 目リ期
15t史有高声� 

「志木市史!京始 ・古代資料編」
点地高裁

住居跡� 1軒、土師器(元屋敷系晶杯あ り〕	 円リ期� NO.20 
12I馬 士易 市史掲載 土師器� (S字蜜か) 円リ期 『志木市史原始 ・古代資料編』� 

5. 奈良・平安時代� 

2 中 野 第� 2地点 住居跡� l軒、 須恵器� 8c後半� NO.2 
第16地点 住居跡� 3軒、漬恵器� 9c中某� No.17 
予¥25地点 住居跡� 2軒 平安時代� Nu25 
第41地点 住居跡� 1軒、土師 ・須恵器、鉄製品、転用紡錘車� 9c後半� No.l8 

第第4493地地点点 住居跡� l軒、士師・ 須恵器、鉄津� 9cjji]半 NO.20 
住屈跡� l軒、土坑� 5基、土師 ・3頁恵器、砥石� 9c中菓~後葉� NO.29 

:に
 山 第1・2地点 住居跡� 6軒、灰袖陶器、土師 ・須恵器多数、 鉄・石製品� 8~10c 

第 4地点 土坑� 2基、 灰紬陶1Iii、須恵、器(新開 ・栗谷ッ産)� lOcjjij半� 
5 
8 

N
N
o. 
o. 

第 7地点 住居跡� 1軒、灰粕陶器� 9cか?� No.ll 

第� 2表志木市の時代別にみた考古資料一覧� (2 ) 
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第� 1:章遺跡の立地と環境 

Nu 遺跡名 地点名 掲載された主な遺構 ・j意 報告番一覧No.及び資料

第11地点 住居跡� l車干 一一一よ 平安時代� NO.12 
第16地点 住居跡 l軒、 土師・ 須曹、 li~ 平安時代� NO.27 
第29地点 住居跡� 1軒 平安時代� N口18 

道

~第第4122地点

地点� 

住居跡� 5軒、土坑� 13基、ピパ、4本、土師器、須恵器、布� |
|

|

目瓦、 偏向唐草文の軒平瓦、鉄製品� 

住居跡� 2軒、土師・須恵器 一一一�  

8c代� 
No.:139c後半

9c 後半� No.13 
一一一一一一ーー」

平安置f NG 

ト山市ii

ごゴ
二ごっNO.169~10c	

基本、、 須二|二恵器� 23土坑
地点37第� 

'10..1

121 1 1 9c .17第 地点 住居跡 軒、溝跡 本、灰紬陶器片、 土師 ・貢君、器 後半 '10.， 

41 l l第 地点 NO.20{主再跡� 軒、溝跡� 本、灰紬陶お片、須恵器、炭化米� 9~10c 

44 l第 地点 土坑� 基 NO.21平安~中世� 1 

7 8 3丙原大塚 第 地点 住居跡� 軒

1 Nu18住居跡 軒 平安~ 247第第正 地地点点
1 5i NO.34土坑 基、溝跡� 本、土師器・� 貞恵、器小片 平安時代� 

10 4 9 5田 子 山 第 地点 住居跡 軒、|師・ 頁恵器

5 4 3第 地点 住居跡 軒、土師 ・員恵器� 8~ lOc 

6 l 9c NO.12第 地点 住居跡 軒、土師・ 須恵器、刀子、土錘� 後半� 
H7 l 2 l 8c No2第 地点 住居跡 軒、布 瓦小片 点、格子目叩き瓦小片 点 後半 .1

19 l NO.22第 地点 住居跡 軒、土師 ・須恵器、鉄製品� 9 lO~ cl 

21 3 l 2 9c NO.22第 地点 住居跡 軒、土坑� 基、 土師 ・頁恵器、 鉄製品� 代� 
25 9c NO.22第 地点 後半5 F住居跡� 軒、土師 ・須恵器、瓦低1.¥'石、

f29 1 0.15第 地点 住居跡 車、須恵器・ 布目� 9~ lO '1c 

39 3 89c No第 地点 溝跡 、 師・ 頁恵器小片� 代 .1

8 一一一一 一寸第41・42地点 	 9~ lOc住居跡� 1軒、 土坑� 1基、 士一師・・ 須5頁恵恵器器、、 鉄鉄 ・・わ銅製製品品� 
| 第47地点

l	第49地点
第69地点

第78地点

第山 者� 

6. 中・近世�  

2 中� 野 第� 2地点

第� 6地点

第日地点

第11地点

第25地点

第43地点� 

第49地点

3 城� 山� A地点
ctill点

住居跡� 2軒、土坑� l基、� |師� 9c 中頃� 
住居跡� 2軒、土師.~頁恵 66 lOc代� 
住居跡� l軒、溝跡� 1本、土師 ・5頁恵器� 9c中頃� 
住居跡� 2車干、士師� .;員恵器� 9c 円 'J~後半 

|住居跡� l軒、吋�  1基、溝跡瓜繍器、鉄製品�  
9c後半、� 

1M は古墳か ? 

溝跡� l本 不明�  
溝跡� 1木 不明�  
土坑� I基� 8~明土坑� l基、陶・磁器小片� L一一1五 19c 

土坑� 151C，~iEJ磁器瑞IJ 片	 土 近 世� 
井戸跡� 1基 不明

段切状遺構� lヵ所、井戸跡� 4基、� l坑� 12基、人骨、陶磁器、l 中 近出� 
鉄製品、石製品、板碑な と

溝跡� l本	 中 世

No..20 

ilo..26 
Nu28 

Nu20 

三つNO.30 

NO.2 
NO.8 
NO.I0 
N(1l7 
No..25 
N口20

NO.29 

『志木市史 原始・古代資料編』� 

『志木市史中世資料編」
鉄・1石� 品福豆在下磁・ 数豆、:銅耳鏡声、百 中・近世中・ 近世磁器百器多五柏城跡関連の堀跡� 5本、第1・2地点 NO.5卜群、陶・

第� 3地点 士坑� 16基、溝跡� 2本
建築跡・ピ� y

中 ・近世� No..7 

第第 46地点、� l坑� l基� 14~15c NO.8 
地点 |坑 7基 中・ 近世� No. lO 

第7・9地点、

第11地点、� 
土坑� 3基、土製品

t坑� 3基、井戸跡� l墓、陶 ・磁器、板碑、� m歯
中・近近世世� l| hl l 
中 ・� No..12 

第12地点 土坑� 2基、井戸跡� l基、溝跡� 5本、陶 ・磁器、古銭 中・近世� NQ17 
第15地点 溝跡� 2本(柏城関連)、 陶 ・磁器、かわ らけ 中・ 近世� NO.27 

0墓製了

.270.下・山中
、陶・ 磁器、かわら け、鉄成関連)i本(柏2基、溝跡2井戸跡地点16第� 1 

製品(火打金 ・釘)、板碑

第25地点 土坑� 2基 中・ 近世� No..16 

第29地点� |土坑� 11基、溝跡� 1'+、ピ� y 卜群、板碑、 陶 ・磁器、 馬筒、
古銭など	 中:-ili:ttt INu18 

伯城跡の大堀跡� 1本、陶τ

第街地点� T王土上坑 1l5足構造十坑
磁器、古銭なと

1基 溶解炉1剤、井戸跡直、鋳ト型吾:、~l五鉄
製品、陶 ・

近世可】 INι20 

)、第42地点� 51基、井戸跡8基、溝跡� 4本(中白域関・板連碑� ソ 中 ・近世
陶磁器 ・かわらけ ・瓦 ・鉄製品 ・銅製品

υ 中
道 | 第� 2地点

土坑� 4基、土坑墓� 2基、地下式坑� 2基、溝跡� 14本、府
中 ・近世

「

立柱建物跡� 4棟、古銭、陶磁器� 

l第� 6地点 土坑� 1基、陶・磁器小片 15c代� NQ 8 
NO.17代17c掘立柱建物跡、人骨、 古銭など〕、基2坑墓I基 (6|坑地点26第� 

第27地点 土坑� 2基、士坑� 2基、陶・ 磁器 	 14~15c No.17 
戸

第36地点 川書跡� 2木、 ピッ ト群、 陶 ・磁器小片	 中・ 近世 NQ18 
ー 十	 一

第37地点 じ土坑墓� l墓、道路遺構� 1本、人骨、 青磁盤、古銭 中世 NO.18 
第44地点 |溝跡 2本 中・近世 NO.21 

NQ 9第65地点 |

|

|
|

遺構外出土陶磁器 ・土器

土坑� 17墓、井戸跡� l基、溝刷、2本� 

士坑� 1基、 溝跡� 2本、陶・ 磁器� 
遺構外出土陶・磁器

事¥81盟主」 遺塗笠虫土陶 ・土器、泥面子	 近世 NO.30 

中 ・近世

第� I地点� 中 ・近世 NO.3 
NO.I0第� a地点� 中・近世l 

l 第25地点� 

戸、L柑l第� 

NQ22中 ・近世

溝跡� l本	 近 世 NO.22 
一一一一一一一一ーー←一一一一一一一一一一一」� 

は1ぞ土止2主
ローム採掘遺構� 2力所 lzt山富士」文也監亙二司
土坑� 1基

かわ らけ� 2点
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第� 1節 市 域 の 地形と遺跡

No 報告 書 名� |刊行年| シリーズ名� 発 刊 者 執 瓦三「
l|西原 ・大塚遺跡発掘調査報告� 1975 志木市の文化財第4集� 志木市教育委員会

井上園失 ・落合静男
谷井 彪・ 宮野和日月� l 

2 西原大塚遺跡第� 3地点
査報告書� 

中野遺跡第� 2地点発掘調 1985 志木市遺跡調査会調査報告第1集� 志木市遺跡調査会 佐々木保俊 尾形日l出
? (新邸遺跡発掘調査報告書� I1986 I志木市遺跡調査会調査報告竺百戸市遺跡調査会 佐々木保俊 ・尾形則敏

新邸遺跡街地点査報告書� 西原大塚遺跡第� 4地点発掘調� I 1987 I志木市遺跡調査会調査報告知集| 志木市遺跡調査会
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第 1章遺跡の立地と環境

実施された中道遺跡第65地点の 1基が新たに追加され、市内では、 5遺跡から検出されている。今後は、

集落跡との関連の中で注目されるであろう O 特に西原大塚遺跡10号方形周溝墓の溝底から一括出土した

中に、畿内系の庄内式の長脚高杯が出土していることに注目される O 平成11年度に西原大塚遺跡第45地

点、で発見された一辺20mを超える市内最大規模の 17号方形周溝墓が特筆すべきであろう O この方形周溝

墓の溝からは、珍しい鳥形士器をはじめ、畿内系の有段口縁壷、吉ヶ谷式系の壷、在地系の壷などと大

きく畿内・比企地域・在地の 3要素の特徴を示す壷が出土しており、こうした地域に関わる被葬者の人

物像が浮き彫りにされたことで、 当地域の弥生時代後期から古墳時代前期の歴史を紐解く手がかりになっ

たことは重要である。

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある O しかし、本報告の新邸遺跡第 

8地点から検出された住居跡 8軒については、同遺跡第 2地点の l号住居跡を含め、古墳時代前期でも

比較的に新しい段階に比定される可能性がある O このことから、新邸遺跡で検出された住居跡は、現時

点では隣接する西原大塚遺跡から継続し広がった集落跡ではなし、かと推測される O

中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡から住居跡が発見されている O 特に中道遺跡第四号住居跡は、 

5世紀中葉に比定され、市内最古のカマドをもっ住居跡として注目される。 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に 6世紀後半から 7世紀後半にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動きを読み取ることができる。

なお、新邸遺跡では本報告の第 8地点で初めて古墳時代後期(7世紀中葉)の住居跡が 1軒検出され

ている O この住居跡は、 3x3.5mの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であり、床面上からは土

器・炭化材の他ベンガラ塊が出土している O

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で 

120軒を越え、次いで中野遺跡で約50軒、中道遺跡、で約 15軒、因子山遺跡で約 10軒、新邸遺跡、で 1軒を

数える O

また住居跡以外では、平成 5年に発掘調査が実施された田子山遺跡第 24地点から、 6世紀後半以降の

ものと考えられる 4.1X4.7mの不整円形で 2ヶ所にブリッジをもっ小型の円形周溝墓が l基確認されて

いる。さらに、同遺跡第81地点の発掘調査を契機に御岳神社を取り囲むように推定約33mの巨大な溝跡

の存在が明らかになり、現時点では古墳の周溝ではなし、かという見方が浮上している O

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、出子山遺跡

は、この時代の代表とする遺跡として挙げることができる O この遺跡では、住居跡の他、掘立柱建築遺

構、溝跡、 100基を越える土坑群が確認されている。遺物としては、土器・灰柚陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸輔、鉄製の紡錘車・万子などが出土している。

また、平安時代の城山遺跡、 128号住居跡からは、印面に「冨 J1文字が書かれた銅製の印章が出土し

たことに注目される O この住居跡からはその他、猿投産の緑柚陶器の小破片 l点、布目瓦の小破片 2点

などが出土している O

中・近世では、柏城跡を有する城山遺跡と関根兵庫館跡・宿遺跡が代表される遺跡である O 特に、柏

城跡内での数次にわたる発掘調査により、 『舘村旧記j (註1)にある 「柏之城落城後の屋敷害 IJの図」に

相当する堀跡などが多数発見されている。また、城山遺跡第 29地点の 127号士坑から馬の骨が検出され 
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第 2節遺跡の概要

ている O この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子(イネ・オオムギ・コムギなと)も出土 し

ており、特に、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結

果が報告されている O さらに、第35地点では、鋳造関連の遺構も検出されている o 130号土坑について

は鋳造遺構、 134号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大量の鉄淳(スラッグ)、鋳型、 三

叉状の土製品、砥石などが出土している。

また平成13年に発掘調査が実施された城山遺跡第1¥2地点からは、多くの土坑・地下室・井戸跡が検出

号土坑から、鉄鋼の完形品が出土したことは特筆すべきである O

底面に伏せである状況で出土しており、「鍋被り葬」と呼ばれる古い風習が志木市でも実在 Lていたこ

とが証明された。

平成11~14年度にかけて実施された中野遺跡第1\9地点の調査から、頭を北に向け横臥屈葬された人骨

を出土した 67号土坑が検出されている。その他、ピットデIj・土坑・溝跡などが検出されていることから、

この一帯が『舘村旧記」に記載されている「村中の墓場」関連に相当する施設ではなし、かと考えられる O

近代以降の遺跡では、 19世紀以降の溝跡・地下室などが、城山遺跡を中心lこ検出されている。因子山

遺跡では、敷島神社境内に存在する富士塚の築造(明治 2~ 5年)に関連するロ ム採掘遺構が検出さ

れており、地域研究の重要な資料であると言える。

第 2節遺跡の概要

ここで、今回本書で報告する新邸遺跡について概観することにする。

新邸遺跡は、志木市柏町 5丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約 1kmに位置 してい

るO 遺跡は、柳瀬川右岸の台地 Uこ立地しており、標高は約14m、低地との比高差は約 7mで、ある O

この遺跡の周辺の開発状況を見てみると、昭和62 (1987)年には、ユリノキ通り(都市計画道路富士

見大原線)建設工事に伴う大規模発掘調査が実施されている。以後、ユリノキ通りが開通し、特に本遺

跡の北側に隣接する中道遺跡では、各種開発が盛んに進行している状況である O

さて、新邸遺跡は、これまでの発掘調査により、縄文時代早~中期、古墳時代前期、中・近世の複合

遺跡であることが判明している。そこで、これまでに新邸遺跡からどのような遺構・遺物が検出された

かを今までの発掘調査の成果から、大まかに振り返ってみることにしたい(第 4表)。

まず、新邸遺跡における最初に実施された発掘調査は、昭和60 (1985)年の第 l地点である O この調

査は、道路改良工事に伴い実施されたものである O 調査により、縄文時代前期の黒浜式期の且層を もっ

住居跡 1軒と中・近世の土坑・地下式坑・井戸跡・ピット群などが検出されている O 縄文時代前期の貝

層をもっ住居跡については、学史的にみて、酒詰仲男氏による「志木町大字大塚・黒浜期貝塚J(酒詰 

1959)に相当するものと説明されている(佐々木 1986・1991)。また、中・近世の土坑・地下式坑 ・

ピッ卜群については、基本的に北側斜面に展開するであろう段切状遺構肉に構築されたものと考えられ

る。この段切状遺構については、本地点のすぐ南側の千子館(千子堂)に関連がある遺構ではないかと

考えられる O

昭和61 (1986)年に発掘調査が実施された第 2地点は、共同住宅建設に伴うものである(佐々木 

1991)。この調査により、縄文時代前期の黒浜式期の貝層をもっ住居跡 1軒と古墳前期の住居跡 1軒が 

される中、 1¥23 この鉄鍋は、土坑の坑
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第� 1章遺跡の立地と環境

既� 

イ/以¥¥¥	;¥ ¥¥ 

第� 2図新邸遺跡の調査地点� (1/3000)

調資地点 函積(rrf) 確認、調査臼� 発掘調至宝期間 調査原因 遺構の概要 報告書No. 

(縄文前期)住居跡1軒、土坑2基l、中・近世)士
 
第I地点 600.00 なし� 

i昭和6()年10月21日
道路改良工事 抗16基、地� F式坑I基、井戸跡l基、溝跡2 No.3
~11月 21 日

本 ※土坑群は段切状遺構内からの検出 


.4No軒l軒(古墳前期)住居跡1(縄文前期)伶居跡共同住宅建設
日11月11年61昭和

なし350.00地点2第� 
~11 月 17 日

第3地点 38().00 昭和63年6月9日� 
昭和 	63年6月13日 共同住宅建設 (縄文)包含層出土遺物(中・近世)地下式坑� 1 NoJO
~7月 4 日 基、溝跡4本


第4地点 681.46 平成2年10月17日� 共岡住宅建設 検出されなかった 	  NoJ2 

第5地点 220()9 平成4年6月25日 共同住宅建設� t~出されなかった NoJ5 

ト一一� 

第6地点 80.24 平成7年12月14日� 個人住宅建設 ホ貴出されなかった� NoJ8 

第7地点 132.72 平成10年4月13日� 共同住宅建設 中長山されなかった	 No.21 

(縄文)土坑21基(古墳前期)住居跡8軒、ノ5形
可F成14年6月16日

共同住宅建設
周溝墓l基、土坑2基(古墳後期)休居跡1軒

本報告第8地点 471.41 平成14年6月7日 ~8月 7 日 (中・近世以降)火葬慕2基、土坑2基、井戸
跡1基、溝跡2本

第9地点 町 l平成17年7月UJ
診療所併用

検出されなかった	 未
住宅建設

合計�  I 3刷� 69

平成19年� 1月31日現在

第� 4表新邸遺跡調査一覧� 
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第 2節遺跡の概要

検出されている。特に、古墳時代前期の住居跡については、本遺跡において初めての発見であり、本遺

跡の南側に隣接する西原大塚遺跡との関係を考える上で重要な遺跡とな った。なお、縄文時代前期の住

居跡については、第 l地点と同一住居跡(1J)の南半部に相当する O

昭和63 (1988)年には、第 3地点、の発掘調査が実施された。この調査は、共同住宅建設に伴い実施さ

れたもので、この調査により、中・近世の土坑 l基と溝跡 2本などが検出されている O 土坑については、 

2主体部 l入口竪坑部と考えられる地下式坑と報告されている(佐々木 1991)。

その後、平成 2年から平成 10年の聞に第 4 ~ 7地点の 4地点の確認調査が実施されたが、遺構・遺物

は検出されなかった。

そして、平成15(2003)年に本地点の発掘調査が実施された。この調査は共同住宅建設に伴うもので、

縄文時代の士坑21基、古墳時代前期の住居跡 8軒・方形周溝墓 1基・土坑 2基、 古墳時代後期の住居跡 

1軒、中・近世以降の火葬墓 2基 ・士坑 2基・井戸跡 l基・ 溝跡 2本と多くの遺構が検出された(詳細

は本文参照)。

以上のように最新の調査を踏まえ、新邸遺跡は、縄文時代早~中期、古墳時代前・後期、 lt・近世、

近代の複合遺跡であると判明してきたと言えよう。

最後に、本遺跡の特色を時代別にまとめると、以下のとおりである O 

0 1日石器時代 本遺跡では未検出である O 

0縄文 時代 第 1・2地点から貝層を伴う住届跡(前期黒浜式期)が l軒検出される。

第 1地点か ら前期の黒浜式期あるいは諸磯式期の十ー坑 2基が検出される。

第 1地点の包含層から早期前葉~中期中葉の土器小片が出土している O

本地点、から土坑21基が検出される。時期については、良好な遺物は少なかったため、

比定は難し L、O. 

0弥生時代本遺跡では未検出である  O 

0古墳時代第  2地点から前期の住居跡 1軒が検出される O

第 1地点の包含層から前期の土器小片が出土している O

本地点、か ら前期の住居跡 8軒と後期の住居跡 1軒が検出される O 本遺跡で後期の住居

跡が検出されたのは初めてである O

。奈 良時代本遺跡では未検出である  O 

0平安時代本遺跡では未検出である  O 

0中・近世 第 l地点か ら段切状遺構が検出され、その整地面を中心に士坑群が検出される O これ

らの遺構は、「大塚千手堂」との関連で捉えられる。

第 3地点から地下室 l基と溝跡 2本が検出される O

本地点、か ら火葬墓 2基と土坑 2基が検出される O 

0近 代本地点、から井戸跡 l基・溝跡 2本が検出される O 特に溝跡については、野火止用水跡

と考えられ、溝底からは多くの陶磁器・ 土器が出土した。

註 r舘村旧記』 は、舘村(現在の志木市柏町・ 幸町 ・ 館)の名主であった宮ヶ原仲右衛門仲恒が、 享保12~14 (J 727~1729) 

年にかけて執筆 した ものであ る。 
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第� 2章発掘調査の概要

第� 1節調査に至る経過

平成14年� 5月、共同建設株式会社から志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ開発計画地内におけ

る埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市柏町� 5丁目3020-1の一部、� 

3020-2 (面積471.41rrO内に共同住宅建設を行うというものである O

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である新邸遺跡(コード11228 

008) に該当するため、大旨� F記のとおり回答した。

1.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、 当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。� 

2.上記� 1の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること O また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること O 

3. 新邸遺跡における埋蔵文化財の分布状況については、周辺での調査結果に基づき、今回の開発地

域内での埋蔵文化財の所在はかなり確立が高いということ、さらに、南側の西原大塚遺跡に隣接す

パ
ハ
ー
ー
ー 

T 

TR-2 TR-l 

10m 

第� 3図試掘時の遺構篠認状況� 0/400) 
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第 2節調査の方法と経過

るため、弥生時代後期末葉から古墳時代前期の集落跡や方形周溝墓などの遺構が存在する可能性が

ある等、新邸遺跡、の状況を説明するO

平成14年6月3日、教育委員会は、開発者及び土地所有者である 個 人 より埋蔵文化財確認調

査依頼書を受理 し、 6月7日、午前 9時30分から確認調査を実施した。

確認調査は、第 3 図に示すように調査区長軸のほぼ南北方向に合わせ、 IP~ 1. 5m程の卜レンチ (T R 

1 ~ 4)を4本設定し、パックホ ーで表土を剥ぎ、 同時に遺構確認作業を行った。その結果、調査区の

ほぼ全面にわたり遺構が密集して分布することが判明した。検出された遺構は、凹角いプランを呈する

ことと覆土の観察から、古墳時代前期の住居跡と考えられるO

教育委員会はこの結果をただちに事業者に報告し、 埋蔵文化財の保存措置を講ずるように要請したが、

開発者側からは検討するという返答だけを受け、実質的に開発計画は一旦中断するという状況になった。

そして、 l年後の平成15年6月に 個 人 から再度、教育委員会に事前協議の依頼があり、協議

の結果、駐車場建設部分は盛土保存を適用し、 建物建設部分は記録保存のための発掘調査を実施するこ

とに決定した(第 3図参照)。

その後、 個 人 から埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発掘調査にあたる組織とし

て、志木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋した。遺跡調査会ではこれを受け、 個 人 と

と委託契約を締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会は、これらの届出書

をすみやかに埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、 6月16日から志木市遺跡調査会を主体として発掘調査を実施した。なお、発掘調査通知

書番号は教文第 2-34号平成15年7月6日付であるO

第 2節調査の方法と経過

以 F、発掘調査の経過及び各遺構の精査経過ついては、第 5表の発掘調査工程表に示すことにし、こ

こでは概要について説明することにするO

6月16日 重機による表土剥ぎ及び遺構確認作業を開始した。今回の調査では、南半部が駐車場予

定地で盛土保存を適用したため、この部分を残土置場として当てる予定とした。作業は調

査区北東端からバックホーを使用し、表土を剥ぎ、排土についてはダンフ。に積載し、残土

置場に運搬した。

17日 プレハブ ・トイレを設置する。今回のプレハブは、器材保管用のみであるO

18日 表土剥さ作業に併行して、人員導入による発掘調査を開始する。器材搬入後、調査区域

19日

20日

7月9日

の整備と細部の遺構確認作業を実施するO

遺構確認作業終了後、遺構精査を開始する o 21・22Dについては、焼土が検出され、同

時に人骨片が出土 していることから、 火葬墓と考えられるO

中・近世以降の遺構の精査と併行して、古墳時代前期の住居跡の精査を開始するO

調査区東問の遺構確認作業を再度行う O 調査区東隅には、調査当初から細長い溝状の掘

り込みが確認できていたが、撹乱にするか遺構として取り扱うべきかが気になっていたた

め、最終判断のために再度確認作業を行った。その結果、硬化面や砂利 ・磯層が確認でき、

13 



第� 2章� 発掘調査の概要
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第� 2節 調査の方法と経過

道路状遺構とも考えられたが、精査を進めるうちに溝底から水付き面(鋳着面)を検出し

たため、水路跡ではなし、かと推測できた。ひとまず溝跡� (5M)として取り扱うことにした。� 

11日� 5Mの北端か ら、陶磁器が多量に出土 した。おそ らく� 5Mは位置関係を基に検討した結

果、野火止用水跡と考えられる O 

23日 調査区北隅にも� 5Mに直交するように溝跡が検出されていたため、これについても精査

を開始する。この溝跡� (6M)は南側上端に幅約15cmの粘土がベル卜状に観察されていた。� 

5M同様に野火止用水跡と考えられる。� 

25日� 6Mの調査終了後に古墳時代後期の住居跡� (9H)の精査を開始する O 

28円 古墳時代前期の方形周溝墓c1方)の精査を開始する O 

29n 1方の方台部の精査及び縄文土坑の精査を開始する� 特に、� l方の方台部か ら検出されO

た6本ほどのピ ット については、覆土の観察や方台部内に配置良く構築されていることか

ら、同時期のものであり、� l方に伴うものとして取り扱うことにした。� 

8月5円 基本土層の精査を開始する。� 

5M 

5H 

I6H 
17H 

~'i 
10H 
310 

340 

l方

縄文時代の遺構� 

240 

250 

260 

1280 
290 
日F一一� 
320 
330 

350 

360 

370 

380 
390 

400 

410 

平成15年6月� 

6.16 

6.18 

6.19 

7 月� 

6.24 

7.15 

r-- 6.21 

T 

第� 5表発掘調査工程表� 
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第 2章発掘調査の概要  

6日 すべての遺構精査を完了する。 

7日 プレハブ・トイレを撤去し、埋戻し作業を終了する。

第 3節基本層序

新邸遺跡は、武蔵野台地の北端部にあたり、遺跡の標高は南端で、約 15m、北端で約11mを測り、低地

との比高差は 5m前後で、ある。地形的には北西方向に向かつて台地がトーがっており、標高10mの崖線下

は遺跡外になっている O

今回の調査における基本層序を観察する箇所は、調査区北西隅に lヶ所設定した。最卜層は立川ロー

ム層 X層中である。以下、 各層についての説明をする ことにする O

第 I層表土

以前は畑地であったため、耕作土層に相当する O 層厚は約40~60cmで、ある。

第 E層縄文時代の漸移層である。  

a • b・C層に分層さ れる o a層→ b層→  C層の順でローム粒子が多く、明色傾向である。

第困層 立川ローム層第皿層

黄褐色軟質ローム層(ソフトローム層)である O 層厚は 30cm前後である。

第W層 立 川ローム層第W層

黄褐色硬質 ローム層(ハードローム層)である O ソフト 化の進行が著し い。


第V層 暗黄褐色ローム層(第 1黒色帯)


第旧層黄褐色土層  (AT包含層準)


第四層 暗黄褐色ローム層(第 2黒色帯上半部)


第四属 黄褐色ローム層


第四層と第IX層の境にブロック状に散在するが、検出できない場合が多い。


第医層 暗黄褐色ローム層(第 2黒色帯 F半部)


第X層黄褐色ローム層 
  

Eh
w-v一

羽

区 

x 日 1叩

第 5図基本層序  0/50) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

第� 1節縄 文 時 代

(1)概要

縄文時代の遺構は、土坑21基、ピット� 1本が検出された。ここに示す土坑は、いずれも覆土の観察か

ら縄文時代のものと判断したが、詳細な時期を示す遺物はほとんど出土しなか った。また、縄文の士坑

は本調査地点の北西角から南東角に向かう幅10m程の聞に分布する傾向が見られた。� 

(2)土坑 
  

24号土坑


遺構(第�  6図)


[位置] (B-3)グリッド。

0 
-[構造]後世のピット� 2基に切られるo(平面形)楕円形。(規模)63 x 54cmo (長軸方位) N -33

Wo (深さ) 16cmo (覆土)ローム粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする� O 

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]縄文時代。
 

25号土坑

遺構(第�  6図)� 

[位置]� (B-3)グリッド。� 

[構造]後世のピットに切られる� o(平面形)楕円形。(規模) 98 x 66cmo (長軸方位) N -30 Wo0 
-

(深さ )24cm。

[遺物]土器小破片が出土したが図示できるものはなかった。

[時期]縄文時代。� 

26号土坑


遺構(第�  6図)
 

[位置]� (B-3)グリッド
O

0 
-[構造] (平面形)楕円形。(規模) 82 x 54cmo (長軸方位) N -82 Wo (深さ) 17 cmo (覆士)ロー

ム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする O

[遺物]出土しなかった。


[時期]縄文時代。
 

28号土坑


遺揖(第�  6図)
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

[位置] (C -3・4)グリッド。

[構造]後世の ピットに切られる� o (平面形)イえ整形(規模) 172 X 126cIllo (長軸方位) N-320 -Wo 

G架さ)72cIllo (覆土) 6層に分層される。� 

[遺物]土器小破片が� 3点出土 した。� 

[時期]縄文時代。

遺物(第�  8閃1)

横位の� RL縄文を施文する土器である。口唇部は外反する。明褐色を呈 し胎土には白色粒子 ・砂粒を

含む。後期の粗製土器か。� 

29号土坑

遺構(第�  6閃)


[位置] (B-3)グリッド。


[構造](平面形)ほぼ円形。(規模)径 72cIllo (深さ)24cIllo (覆土) 3層に分層される O
 

[遺物]早期条痕文系の土器片� 2点が出土した。
 

[時期]縄文時代早期。


遺物(第 8図� 2・3) 

2は貝殻条痕文を有する土器の胴部片で、黒褐色を呈し、胎土には繊維・砂粒を含む。� 3はごく浅い

条痕文を有 し暗赤褐色を呈する胴部片である� 胎土には繊維・砂粒を含む。� O

30号土坑

遺構(第�  6図)� 

[位置]� (B -3) グリッ卜、 O 

[構造1後世のピ� y 卜に切られる O 断面は揺り鉢状。(半面形)楕円形。(規模) 90 X 78cIllo (長軸方位) 

N -100 
- Wo (深さ)27cIllo (覆土)ローム粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする� O

[遺物]土器片が� 1点出土した。

[時期]縄文時代後期。

遺物(第 8図� 4) 

後期の粗製土器口縁部の破片である。文様は� LR縄文を横位lこ施し、内面の口唇部直下には沈線を巡

らせる� 褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。� O

32号土坑

遺構(第�  6図)� 

[位置]� (B -3) グリッド。� 

[構造]� 31Dに切られる� o (平面形)楕円形。(規模)86x不明CIllo (長軸方位) N -700 
- Wo (深さ) 

23cIllo (覆土)ローム粒子を含み・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする� O 

[遺物]出土しなかった。� 

[時期]縄文時代。� 

~ 18 



第� 1節縄文時代�  

33号土坑

遺構(第�  6岡)� 

[位置]� (8-3)グリッド。

[構造] 31 Dに切られ、詳細不明。(平面形)円形か。(規模) 76cIDo ci深さ)33cIDo (覆土)ローム粒子

を含み・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする。� 

[遺物j出土しなかった。

[時期]縄文時代。 

35号土坑


遺構 ( 第 �  6図)
 

[位置] (8-3)グリッド。


0[構造]後世のピットに切られる。(平面形)楕円形。(規模) 72X 52cIDo (長軸方位) N-10 -W。

(深さ) 17 CIDo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含み、焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶

褐色土を基調とする O

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]縄文時代。
 

36号土坑


遺構(第�  6岡)


[位置] (8-2)グリッド。
 

0[構造]後世のピッ卜、� 8Hに切られる。(平面形)楕円形。(規模) 118 X 98cIDo (長軸方位) N-20

E 0 (深さ) 22cIDo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土

を基調とする O 

[遺物]出土しなかった。


[時期]縄文時代。
 

37号土坑

遺構(第�  6図)

[位置] (8-2)グリッド、。

[構造] 8 Hの掘り方精査の際に検出された。(平面形)楕円形。(規模)46x42cIDo (長軸方位) N 

074 -Eo (深さ) 8 H貼床下から13cIDo(覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含み、焼土粒子を僅

かに含む暗茶褐色士を基調とする。

[遺物]出土しなかった。� 

[時期]縄文時代。� 

38号土坑


遺構(第�  6図)


[位置] (8-2)グリッド
O 
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第� 3章 検出された遺構と遺物� 

0[構造]後世のピット、� 8Hに切られる� o(平面形)楕円形。(規模)72 X 55cIDo (長軸方位) N -25

E 0 (深さ) 17 CIDo C覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロック・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調

とする O 

[造物]土器小破片が� 1点出土したが図示できなかった。


[時期]縄文時代。
 

39号土坑


遺構(第�  7図)


[位置] CB-2)グリッド O
 

0[構造]断面は長軸方向に� 2段。(平面形)楕円形が重複。(規模) 104 X 58cIDo (長軸方位) N-16 -

Wo (深さ)� 29cIDo (覆土)ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。� 

[遺物]早期条痕文系土器の小破片が� 1点出土したが図示できなかった。� 

[時期]縄文時代。� 

40号土坑


遺構(第�  7図)


[位置] (A -2) グリッ卜、
 O

[構造]底面は平坦。(平面形)ほぼ円形。(規模)径� 46cIDo(深さ) 18cIDo (覆土)ローム粒子・ローム

小ブロックを含み、焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする� O 

[遺物]出土しなか った。


[時期]縄文時代。
 

41号土坑

遺構(第� 7図)� 

[位置] (A -2 )グリッド、。

[構造]断面は皿状。(平面形)楕円形。(規模)� 77 X 58cIDo (長軸方位)� N -46 Eo (深さ) 15cID。0 
-

(覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロック・炭化物粒子・焼土粒子を含む暗茶褐色士を基調とする� O 

[遺物]損傷著しい土器小破片が� 3点出土した。


[時期]縄文時代。
 

42号土坑

遺構(第�  7図)

[位置] (A -2 )グリッド、 O 

[構造]断面は丸底。(平面形)ほぼ円形。(規模)径 70CIDoci深さ)31cIDo (覆土)ローム粒子・ローム

小ブロック・炭化物粒子・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする� O 

[遺物]土器小破片が� 1点出土したが図示できなかった。
 

[時期]縄文時代。
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第� 1節縄文時代�  

43号土坑

遺構(第�  7図)

[{立置] (A -2)グリッド。

[構造]後世のピットに切られる。(平面形)ほぼ円形。(規模)径� 60cmo(深さ)lOcmo (覆土)ローム

粒子 ・ローム小ブロック・炭化物粒子・焼土粒子を含む暗茶褐色士を基調とする� O

[遺物]土器小片が数点出土したが図示できるものはなかった。


[時期]縄文時代。
 

44号土坑

遺構(第�  7図)� 

[位置]� (A -2 )グリッド。

[構造]後世のピットに切られるo(平面形)楕円形。(規模)90 x 84cmo (長軸方位) N-800 -w。

(深さ)40cm (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含み、焼士粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶

褐色土を基調とする O

[遺物]土器片が 1点出土した。� 

[時期]縄文時代前期。

遺物(第�  8図� 5) 

縄文前期花積卜層式土器の嗣部片である� 貝殻背圧痕文を施文する� 黒褐色を呈し、胎土には繊維・O O

砂粒を含む。� 

45号土坑

遺 構 ( 第�  7図)

日立置]� (A -2 )グリッド O

[構造]後世のピットに切られる。(平面形)楕円形。(規模) 106 x 86cmo (長軸方位) N -780 
- Wo 

(深さ )32cm (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含み、焼土粒-f・炭化物粒子を僅かに含む明茶

褐色土を基調とする O 

[遺物]出土しなかった。


[時期]縄文時代。
 

46号土坑

遺構 (第� 7図)

[位置] (8-1・2)グリッド O

[構造] 47号土坑と重複するo(平面形)楕円形。(規模) 150 x 136cmo (長軸方位) N-850 -Wo (深

さ)53cm (覆土) 6層に分層される O 

[遺物]土器小破片が� 2点出土 したが図示できるものはなかった。
 

[時期]縄文時代。
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

47号土坑

遺構(第�  7図)� 

[位置] (8-2)グリッド。

[構造] 46号士坑と重複する。(平面形)楕円形。(規模)� 114 x不明Clllo (長軸方位) N -54 Wo 
0 

-

(深さ)32clllo (覆土)ロ ーム粒子・ロ←ム小ブロックを含み、焼士粒ずを僅かに含む暗茶褐色土を基調

とする。� 

f遺物]出土しなかった。� 

[時期]縄文時代。� 

( 3 )ピット
 

1号ピット


遺構(第�  4図)
 

[位置] (A -3 )グリッド。
 

[構造](平面形)楕円形。(規模) 32 X 28clllo (長軸方位) N -87 E 0 ci深さ)14.5clllo 
0 
-

[遺物j土器小片が出土した。

[時期]遺物より縄文時代前期か。

遺物(第�  8図-6) 

士器の胴部片で、縄文の地文に半裁竹管による平行した沈線文を施文する O 明褐色を呈し、胎土には

砂粒を含む。諸磯b式。

第� 2節古墳時代前・後期

(1)概要

古墳時代の遺構については、前期の住居跡� 8軒・士坑� 2基・方形周溝墓� 1基、後期の住居跡、� 1軒が検

出された。

まず、前期の住居跡については、調査区のほほ全域に亘って分布していることが判明した。これにつ

いては、第� 2地点で該期の住居跡� 1軒が検出されて以来無かったことであったため、予想を上回る状況

と言える。住居跡の切り合いは、� 7Hと8Hの2軒が重複し、� 7Hが� 8Hを壊して構築していたことが

明らかになった。住居形態は、正方形・長方形を基本とするが、� 2日のみが隅丸方形を呈している� こO

の形態差は、時間差である可能性が高いが、出土遺物から時期差を見出すには、遺物量が少なく明確に

区分するのは困難であった。

そして今回特筆すべき遺構として、方形周溝墓� 1基が検出された。この方形周溝墓の特徴は、垂直に

近い立ち上がりをもっ溝の断面構造、凹隅の曲線形、覆土に被熱ロームと思われるローム小ブロック・

ロ ムブロックを含むこと、さらに方台部に柱穴が配置されるなど、通常検出される方形周溝墓と比べ、

精査中でも違和感をもっ遺構であった。

後期では、南丙壁にカマドを有し、住居中央に� l本の柱穴をもっ小型の住居跡� 1軒(9日)が検出さ

れた。遺物としては、カマドの左側を中心として、土師器杯・聾などが出土した。注目すべきは、南東� 

24 




第� 2節古墳時代前・後期

壁寄りの床由上から、ベンガラ塊が出土していることである� 住居跡の時期は、出土した土器様相からO

7世紀中葉に比定される O 

( 2 )住居跡 
  

2号住居跡


遺構(第�  9図)

[位置] (B ・C-2) グリッ卜、O 

t住居構造]住居跡の南側は調査区域外である。(平面形)隅丸方形。(規模)5.40x5.16mo (長軸方位) 

N -580 
- Eo (壁高) 33~42cmを測り、壁は急斜に立ち上がる。(壁溝)確認できなかった。(床面)

壁際を除いて良く硬化している。貼床が� 2~ 6 cmの厚さで施されている� 入り口ピット付近と住居北側O

に、� 2~ 5 cmの高さの凸堤が確認された。(炉)住居中央よりやや東に偏って位置する� o 76x60cmの楕

円形を呈する粘土板炉である� 一部壊れていたが径約46cm、厚さ� 4cmの円形状に粘士が焼けて硬化してO

いた。その西側には焼けていない粘土が確認された。粘土の下が良く焼けて赤化していたことから、粘

土板炉の前に地床炉として使用していた可能性がある。(柱穴)南西壁の近くにある深さ� 37cmのものが

本住居の入口ピットと思われる o (覆土)18層に分層される。� 

[遺物]器台あるいは高杯の脚台部、壷・査の破片、士錘が出土した。


[時期]古墳時代前期。


遺物(第10図、第� 6表)
 

1 は器台あるいは高坪の脚台部、 2~6 は壷、 7 ~10は窪、 11は士錘である O 

3号住居跡

遺構(第11図)

[位置] (C -2・3)グリッ卜‘。

[住居構造]南側は調査区域外である o (平面形)方形か。(規模)不明 x4.94mo (壁高) 9 ~12cm を

測り、 壁は急斜に立ち上がる� o (壁溝)確認できなかった。(床面)住居中央付近に硬化した床面が確認

できたが、全体的には軟弱である。貼床は� 3 ~12cmの厚さで施されていた。(柱穴)本住居に伴うもの

は検出されなかった。(覆士)ローム粒子を僅かに含む黒褐色土を基調とする O

[遺物]士甘・壷・査が出土した。


[時期]古墳時代前期。


遺物(第11図、第� 7表)
 

1は増、� 2は壷、� 3~ 6は査である。特に� 6はS字聾の脚台部と考えられる O
 

4号住居跡

遺構(第12図)

[位置] (B ・C-3)グリッドー

[住居構造] 23Dと後世のピ� y 卜に切られ、北西壁の一部は撹乱により壊されている� o (平面形)方形。

(規模) 3.28X3.20mo (長軸方位) N -620 
- Wo (壁高) 21~26cmを測り、壁は急斜に立ち上がる O

(壁溝)南コーナー付近で一部途切れている O 上幅16~26cm ・下幅 4 ~ 8 cm・深さ� 3 ~l1 cm を測る 。 
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。

議 被熱黄褐色粘土� (火皿)範囲
硬化薗� 

A 

灰褐色粘土(生粘土)範囲


焼土範囲
 

¥¥l 
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A l.i.7m 
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~ 七??手プ人、� .3 

t云Lιノ 一 一� - 一� 

11M 撹乱。� 13府焼土粒子焼土小ブロ ックをやや多く 含み、ロ ム粒子 粘土粒

2層住世のピット。� 子を含む階茶問世� to 
3層 ローム軒子を僅かに含む黒褐色土。� 14層 ローム粒子 ・ローム小ブロックを多く古む暗黄褐色士。� 

41凶 ロ←ム粒子を僅かに吉む黒褐色t(3.11'iよりやや暗色)。� 15層 ローム粒子 ローム小ブロッ クを僅かに含む伊、褐色土。� 

5層 ロ ム粒子を僅かに吉む暗茶褐色土� 3 16層 ロ ム 粒 子 ロ ム小ブロックを針作暗茶褐o土。� 

6府 ロ ム粒子を佐かに宮む黒褐色土。� 17層 ロ ム柑子 ロ ム小フロックをやや多く吉む明茶褐色土。� 

7暗 ロ ム粒子を僅かに吉む暗茶褐色� i。� 18層 ローム粒チー ローム小ブロックをやや多く 吉む"'褐色土� a 

8届 ローム粒子を慌かに吉む暗茶褐色� t 19唐 ローム粒子 ローム小ブロック・ローム ブロックを含む黄褐色土。� 

9層 ローム粒子 ローム小ブロックを古む明茶褐色土。� 20層 焼土粒� r.焼 七小ブロンクをやや多く ローム粒子 ・ローム小プ

10附 ローム粒7 ローム小ブロックを含む暗茶褐色士。� ロック ー被執粘土粒子 炭化物粒子を吉む黒褐色土� ω� 

11層 ローム粒子 ロ ム小ブロ ックを含む明茶褐色土。� 21届貼，*，

12府 ロ ム粧子 ・ローム小ブロック を吉む暗茶褐色土。� 

1m 

第� 9図� 2号住居跡� 0/60) 
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第� 2節古墳時代前・後期� 

r 
1. 

5 

ぺ8 
11 

10cm ~ '0 
第10図� 2号住居跡出土遺物� (1/3)

(床面)住居中央より北西壁に偏った部分がよく硬化していた。貼床は� 4 ~20cmの厚さで施されている 。

(炉)北コーナーより 1m程内側に入った所に位置する� ほぼ円形で、径42cm・3cm程の掘り込みを持O

つ地床炉である。中央部分は焼けて赤化している o (柱穴)本住居に伴うものは検出されなかた。(貯蔵

穴)丙コーナーに位置し、平面形は隅丸方形で規模70X46cm・深さ25cmを測る� 覆土はローム粒子・ローO

ム小ブロックをやや多く、炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色士を基調とする。(覆土)� 11層に分層され

るO

[遺物]士甘・台付歪が出土した。

[時期]古墳時代前期。

遺物(第13図、第� 8表)� 

1 ~ 3は培、� 4 ~12は聾である 。



第� 3章検出された遺構と遺物� 

ο 

硬化菌� @ 

1m 

¥近邑グ� 

10cm 

ぷ 入6 

10cm 

第11図� 3号住居跡・出土造物� 0/60・1/4・1/3)
 

5号住居跡


遺構(第14図)

[位置] (B-3)グリッド。

[住居構造]確認面と床面がほぼ同じであったため、壁は確認できなかった。さらに、多数のピットに

より住居内も壊されていた。(平面形)方形。(規模)不明。(床面)住居中央から南側にかけて硬化し

た床面が確認できた。貼床の範囲は� 2.90x 2.80m、厚さ� 2~10cmを損I J る。(炉)中央から北東コーナー

に少し寄った所に位置する地床炉と思われるが、後世のピットにより壊されているため詳細は不明であ� 
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B 	 7帰 ロ ム杭7・ロ ム小フロックを僅かに古む暗茶褐色上。� 

a脳 ロ ム杭子 ローム小ブロックを多く青む明茶褐色上c

分踊 ロ ム粒子ーロ ム小フロックを含む陪茶褐色土c 

、雨対雨示、雨巡� S 

、~
 一川
¥0楢 ローム粒子ーローム小ブロックをやや多く吉む時茶褐色上� c 

11層 ロ ム粒子ーロ ム小ブロックを多く吉む明茶褐色上� 

12層 暁上粒子暁土小ブロックを多く、ロ ム粒子 ーロ ム小

フロック・畏化物粒了を吉む黒褐色上。� 

1]，貼床。� 1 

オーιι1三三リ二A

2m 

第12図� 4号住居跡� 0/60)

る。平面形は楕円形、規模はイ¥明� x60cm・深さ� 10cmを測る。(柱穴)本住居に伴うものは検出されなかっ

た。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子を含む黒褐色土を基調とする O

[遺物J聾の破片が僅かに出土した。


[時期]古墳時代前期。


遺物(第14図、第� 9表)
 

1・2は歪である
O 

6号住居跡

遺構(第15図)

[位置] (B-1・2)グリッド。

[住居構造J西コーナーは調査区域外であり、さらに一部は撹乱により壊されている。(平面形)方形。

(規模)3.94 x 3.48mo (長軸方位) N-580 -Wo (壁高) 5~9cmを測る。(壁溝)確認できなかった。

(床面)貯蔵穴付近に硬化した面が確認されたが、全体的には軟弱である。貼床は 3 ~14cmの厚さで施

されていた。(炉)地床炉である。住居中央より北東に偏って位置し、� 58x 50cmの楕円形で¥5cmほど

の掘り込みを持つ O 炉床は焼けて赤化していた。(柱穴)本住居に伴うものは検出されなかた。(貯蔵穴)� 
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第� 3章検出された遺構と遺物� 
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崎 重 殺とイ� 

10cm 

(l. 	 J 

イ

、12 

10cm 

第13図� 4号住居跡出土遺物� (1/4・1/3)

東コーナーに位置し、平面形は隅丸方形、規模84X66cm・深さ� 35cmを測る。覆土はローム粒子 ・ローム

小ブロックを含み焼土粒子・焼土小ブロックを僅かに含む暗茶褐色土を基調とする。底の近くから小型

の柑が出土した。(覆土)焼土粒子 ・焼土小ブロックをやや多く、ローム粒子 ・ロー ム小ブロッ ク・炭

化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする� O 

[遺物]士甘と壷・ 聾の破片、土製品(土玉)が出土した。
 

[時期]古墳時代前期。
 

[所見]焼土と炭化材が検出されていることから、焼失住居の可能性がある。


遺物(第15図、第10表)� 

1・2は増、� 3は壷、� 4・5は聾、� 6は土製品(土玉)である o 5はS字査であろう� o 6は大粒の丸

玉であるため足玉と考えられる� o 7・8は石器であるかどうか不明である。� 

7号住居跡

遺構 (第16図)

[位置] (B -2・3)グリッド。 

[住居構造] 8日を切り、� 21Dに切られる� o (平面形)方形。(規模) 2.70X2.52m o (長軸方位) N 
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第� 2節古墳時代前・後期
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第14図� 5号住居跡・出土遺物� 0/60・1/3) 

430 -Wo (壁高)� 20~22cmを測り、 壁はほほ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できなか っ た。(床面)

住居中央から南西壁にかけて硬化した面が確認された。貼床は� 2 ~ 8 cmの厚さで施されていた。(柱穴)

検出されなかった。(覆土) 4層に分層される O

[遺物]壷・警の破片のみ出土 した。


[時期]古墳時代前期。


遺物(第16圏、第11表)
 

1 ~ 4 は壷、 5~8 は聾である。
 

8号住居跡

遺構(第17図)� 

[位置]� (B -2・3)グリッド。

[住居構造] 7 Hに切られる� 北東コーナーは撹乱により壊されている。(平面形)方形。(規模) 5.14O

0
-X4.80mo (長軸方位) N十� 70 Wo (壁高)確認、面からの掘り込みは浅く 3 ~ 9 cmを測る o (壁溝)

確認できなかった。(床面)住居中央付近が良く硬化していた。貼床は� 2 ~16cmの厚さで施されていた。

(炉)東壁の中央よりやや南に偏って位置するが、 一部は後世のピットにより壊されている� 平面形はO

楕円形で、� 55X 50cm・深さ� 6cmの地床炉である� 中央付近に焼土が確認されたが、炉床はあまり焼けてO

いなかった。(柱穴)本住居に伴うものは検出されなかた。(貯蔵穴) 2ヶ所確認された。貯蔵穴� Aは南

西コーナ 近くに位置し、平面形は隅丸長方形・規模� 80X 64cm・深さ� 20cmを測る。覆土はローム粒子 ・� 
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第� 3章検出された遺構と遺物
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1届 時士粒子 焼土小ブロッ クを多く、ロ ム粒子・

ローム小プロック 炭化物粒� fを吉む晴赤褐色土。� 
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第15図� 6号住居跡・出土遺物� 0/60・1/3) 
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第� 2節古墳時代前・後期

回 ∞ 

rイ二二一一一一一一一一� ¥ 

A ji. 6m 

l層 ロム粒子ロ ム小ブロック 焼仁粒子

炭化物紅子を僅かに合む黒褐色土。� 

2崩 ローム粒子 ローム小プロ� yク ・焼十杭子 ・

炭化物粒子を含む暗茶褐色土� c 

3届 ローム粒子・ロ ム小プロシクをや や多く

焼イ 粒子 世化物粒子を吉む明 伝聞色土。� 

4刷 ローム粒子・ロ ムノ� l、ブロックを多く 焼土

粒子 贋化物粒子を僅かに含む時比褐色士。� 

6噛 貼床。� 

ベ� ./(";三」ーと〕 二
1m 

、主主竺ヨ� 7 4 f 

j 

~， 10cm 

第16図� 7号住居跡 ・出土遺物� 0/60・1/3) 

ローム小ブロック ・焼土粒子・ 炭化物粒子を含む暗茶褐色士を基調とする� 貯蔵穴Bは北東コーナー付O

近に位置するが、撹乱によりかなり壊されている。規模は不明であるが、深さ は� 36cmを測る。覆土はロ ー

ム粒子 ・ロー ム小フロックを含む黒褐色土を基調とする� o (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックをや

や多 く、焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色士を基調と する。

[遺物]器台・高士不.� t甘・壷・護が出土した。� 

[時期]古墳時代前期。� 

[所見]覆土中から焼士や炭化材が検出されている ことから、焼失住居の可能性がある� O 
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雨漏而而~~~
3届 焼士粒子焼」 小アロッ クを多く、

層化物粒子会合む暗赤褐色土.

物粒子を憧かに吉む暗茶褐色十〈

5届棋士ブロッ ク。

61'I!i ローム粒子 ・ロ←ム小ブロックを

やや多く、 炭化物粒子 焼よ粒子ミ意蕊 を古む黒褐色土。� 

7届貼床。� 

。
4層 域士粒子慌上小プロック ー炭化

ヘ「ーτ

。
 

A 

7 H 一一 一一一�  

¥ 
ο 

7H 

焼土範囲� 

14.6m 
A 

1m 

第17図� 8号住居跡� 0/60) 
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第� 2節古墳時代前・後期� 

10cm 

¥¥ 

10叩� l

第18図� 8号住居跡出土遺物� 0/4・1/3)


遺物(第18図、第12表)
 

1は器台、� 2・7は高杯、� 3は増、� 5・6は童、� 4・8は聾である
O 

9号住居跡

遺構(第19・20図)

[位置] (A -2・3)グリッ卜、O

[住居構造] 6 Mに切られるo(平面形)長方形。(規模)3.38x2.94mo (長軸方位) N -51 Eo0 
-

(壁高) 39~60cmを細川、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)カマド部分を除いて全周する O 上幅12~ 

20cm・下幅� 4 ~ 8 cm・深さ� 8 ~14cmを測る。(床面)ほぽ直床であり、カマ ドの前がよく硬化していた。

東コ←ナー付近南東壁際は、高さ� 4cm・56x32cmの楕円形に盛り土され、その上面からは白色粘土が検

出された。その西側からは直径14cm程の範囲で、ベンガラも検出された。(カマド)南西壁の中央よ りや

0や南に位置するが、上層の一部は撹乱により壊されている。主軸方位はN-41 -E 、長さ� 98cm・幅85 

cm ・壁への掘り込み� 30cmを測る。袖部はロームを馬蹄形状に残 し、その上に粘土を被覆して構築されて

0おり、天井部も粘土で作られていたと思われる。煙道は85 の勾配で立ち上がっている� 両袖部の内側O

と燃焼部は良く焼けていた。(柱穴)住居中央に深さ� 55cmの柱穴が� l本検出された。(貯蔵穴)南コ ーナー

に位置し、半面形は隅丸長方形を呈する。規模は70x 50cm・深さ� 40cmを測る。外側には� 3 ~ 5 cmの凸堤

が巡らされており、その内側には幅10cm程の段を有する。覆土はローム粒-f・ローム小ブロックをやや

多く、焼土粒子・炭化物粒子を含む明茶褐色土を基調とする。(覆土)� 15層に分層される。

[遺物]カマ ド及び貯蔵穴周辺から杯 ・台付費・吾、土製支脚が出土した。� 
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第� 3章検出された遺構と遺物� 
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⑤ 
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。

凶� 

l脳 撹高し@
 

2崩 ロ ム粒子を世かに含む黒色土。
 

3府 ローム粒子・ローム小ブロ ック を僅かに青む黒色上( 
 )。黒昧強� 

AJ15m 

¥、


袖都粘土範囲

寵綴 植鼎範囲� 

143m 
A 

4届

5崎

6府

7層

8陪

9締

10圃

11層

12層

13層

11層

15附

16庖

11届

18層

機能� 国� 

回

A 

ローム粒子 ロ ム小ブロ ック を含む黒悔色土。� 

ローム杭子 ロ ←ムノトプロック を含む ~，褐色士。 

ロ ム粒子 ロ ム小プロック をやや多く 、慌で佳子 佐土小フロ ックー 炭化物粒子

を含む暗茶褐色十。� 

ローム粒子 ローム小ブロッ ク 境十軒チー 暁士小ブロック・ 民化物杭 子を吉む暗茶

惜色上。� 

ローム粒子 ローム小ブロ ックを含み、捜上粒子 炭化物粒子を僅かに吉む黒褐色土o 

ローム粒子 ロ ム小ブロック ロ ムフ ロンケ をやや多〈 古む明茶褐色土。� 

ローム粒子 ローム小ブロ ック ロームブロ� y クを多く 暁上粒子 ー炭化物粒子を僅

かに吉む明茶褐色土白� 

ローム和子 ローム小ブロ ック 粘土粒子を含む黒色十。� 

ロ ム粒子 ロ ム小ブロ ック ロ ムプロ ジク粘土小ブロ� γクをやや多く 塘土

杭平 民化物粒子をf藍かに含む暗茶褐色士。� 

ローム粒子 ロ←ム小プロァクを やや多く、焼土料子を僅かに肯む明茶褐色土。� 

ロ ム粒子 ロ ム小フロ ック をやや多く 、焼 十粒子 。焼セ小ブロック ・炭化物杭下

ー炭化材を吉む暗黄褐色土M 

ローム粒芋 ・ローム小ブロァク を多く、 民化物粒子を僅かに吉む時黄褐色上。� 

ローム粒子 ローム小ブ ロッ ク ロームブロックを僅かに含む暗苗褐色土(周囲をロ

ム純子 ロ ムブロックで克境)。� 

ロ ム粒子 ロームブロック を多〈 、粘土粧一子・粘土プロジケ を吉む暗茶褐色土。� 

貼床c 

1m 

11画 粘土粒子 ー粘十小ブロック ロ ム粒子 ローム小 プロック を多く

焼イト粒子を僅かに古む暗茶褐色土。� 

2府 ローム粒子 ロームJトブロックを多く、 住土粒子壌土小プロック

枯士粒子を含む思惜色士。� 

3層灰白色粘土ブロ ック。� 

4層 ローム粒子 ロ ム小ブ ロッ ク 焼士粒子 焼土小ブロッ ク ー粘土

粒子を含む暗茶褐色ナ。� 

5崩 ロ ム粒子 ロ ム小プロ ァク 焼十粒7 炭化物粒子 粘イて粒子

を吉む暗茶褐色� l。� 

6鴎 壌土和子 焼土小プロ ソクをやや多く 、ロ ム粒子 ロ ム小プロ

ック ー民化物粒子ー 粘土粒子を吉む晴茶褐色土屯� 

7層 住土粧子 焼土小プロッ クをやや多く、ロ ム粒子ー ロ ム小ブロ

ック 炭化物粒 下を古む日吉茶褐色士e 

8届 ローム粒子 ローム小ブロッ ク 壊十粒子 陸上小ブロッ クー 粘土

杓子を古む黒色十4 

9層 ローム粒子 ローム小ブロ ックをやや多く 壌土粒子暁土小プロ

。プト炭化物粒子を肯む明帯雨色ツク

10層 粘土柑子 粘土小ブロック ・埠士紡� f 焼士小ブロッ クを多く吉む

暗j火白色プ七� 

11府暗灰褐f-".粘土。� 

1m 

第19図� 9号住居跡・カマド� 0/60・1/30) 
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第� 2節古墳時代前・後期

A一一� 

6 M  

A 

145m 
A'空5， A 

A 

トJj;:;;:LI

ー.....v-~ 

2m 

行ごハ
 

U 1m 
匝面画面

第20図� 9号住居跡遺物出土状態� 0/60・1/30)

[時期]古墳時代後期(7世紀中葉)。

[所見]覆土中から、焼土と炭化材が検出されたことから焼失住居の可能性がある ベンガラの分析はO

付編を参照。

遺物(第21図、第13表)

すべて土師器である。� 1~ 3は師、� 4 ~ 9は霊、� 10は土製支脚である。� 

10号住居跡

遺構(第�  4図)

[位置] (A -3 )グリッド。

[住居構造]ほとんどが調査区域外であるため、詳細は不明。(床面)貼床は10cm程の厚さで施されて

いた。(覆土)上層はローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色士、下層はローム粒子・ローム小ブ

ロックを多く、焼土粒子・炭化物粒子を含む暗黄褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。

[時期]古墳時代前期か。 
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第21図� 9号住居跡出土遺物(1/4) 
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第� 2節古墳時代前・後期� 

( 3 )方形周溝墓
 

1号方形周溝墓


遺構(第22図)

[位置]� (A' B -2 )クリッド O

[構造]� 6 M と 9H に切 ら れ、 40~45D を切る O 北側は調査区域外である 。 (周溝)周溝の外縁は南西 ー

北東が6.70mである� 平由形は隅丸方形と思われる� 南西溝は確認でてきた範囲では、 長さ� 5.50m・上幅O O

60~66cm ・ F幅50~54cm。 南東溝は長さ 5.9m ・ヒ幅60 x 70cm・下幅50cmo北東溝は確認できた範囲で

は、長さ約2.80m ・ヒ幅54~60cm ・下幅40~50cmo 溝底は比較的平坦で壁はほぼ垂直に立ち上が っ てい

るO 周溝の深さは標高か ら見ると全体的に等しいが、南コーナー付近は� 10cmほど浅くなっている。セク

ション� E-E'の� 2層が本遺構の覆土であることから、� 60cm以上の深さをもつことがわかる。覆土は� 16

層に分層できた。特にセクション� B-B'及びD-D'付近の上層のローム小ブロック・ロームブロッ

クは、被熱により硬化したものと思われた。(万台部)方台部は南西一東北が� 5.50mで、柱穴� P1 ~p 

6が配置良 く検出された。今回の調査では、本遺構に伴うものと考えた。� 

[造物]器台の脚部、 壷� . t甘・査の破片が出土したが、ほとんどが南西溝か らの出土である� O 

[時期]古墳時代前期。� 

[所見]ここでは、方形周溝墓として扱ったが、方台部から検出された柱穴を本遺構に伴うものと考え

た場合、 上部lこk屋構造を伴う遺構の可能性があり、従来「方形周溝墓」と称されている遺構の機能に

も関わる重要な課題につながるものと考えられる。

遺物(第23図、 第� 14表)
 

1は器台、� 2は壷、� 3は増、� 4 ~ 9は歪である O
 

( 4 )土坑 
  

31号土坑


遺構(第24図)
 

[位置]� (B-3)グリッド。

[構造]32・33Dを切る。 壁面はほぼ垂直で、坑底面は平坦であ ったが、一部� 5 ~18cmの厚さで貼床状

に黄褐色土が、充填されていた。(半面形)長方形。(規模) 172 x 102cmo (深さ)70cm前後を測る。(長

軸方位)� N -370 Wo (覆土) 9層に分属される。←� 

[遺物]図示できるものはなかった。


[時期]古墳時代前期か。
 

34号土坑

遺構(第24凶)� 

[位置]� (B-2)グリッド。� 

[構造]東側が一部撹乱により壊されている。壁面は急斜に立ちヒがり、坑底面は平坦であるが西側が

深くなっているo(平面形)ほぼ長方形。(規模)164x98cmo (深さ) 20~28cmo (長軸方位) N-650 

Wo (覆土)上層がローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む暗茶褐色士、下層がローム粒子 ・ロー

ム小ブロックを含む黒褐色土を基調とする� O 
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蕊長義� 、蕊長� 
F 

1層表士及び撹古L 
2層 ロ ム粒子 ロ ム小ブロックを吉む黒褐色土。� 

3届 ローム粒子 ・ローム小ブロックを多く吉む明茶

褐色土。� 

4!面 ローム粒子 ロ ム小ブロック ーロ ムプロン

クを多く含む暗黄褐色 土。� 

5層 ロ ム粒子 ロ ム小ブロック会合む県南色士。� 

6屑 ロームプロ ァク。� 

7層 ロ ム粒子ロ ム小フロックを吉台黒色土。� 

8層 ローム粒子 ロLーム小プロ ックをやや多く 育む

明茶褐色プ九� 
G 

- G' 層 ローム粒子 ローム小ブロックを含む黒褐色上。� 

10騎� "もム粒子 ローム小フ ロック ロームブロッ

クを多く古.r時黄褐色七.

11届ロー ム粒子 ローム小フロ� γク ロ ム /ロッ

クをやや多く含む黒褐色土(ノ、ート)。� 

12肩 ロ ム粒子 ロム小ブロッ ク ロムブロソ

クをやや多く吉む黒褐色� j:o 

13帰 ロー ム粒子 ーローム小ブロックをやや多く古む

暗茶褐色土3 

14崩 ロ ム粒 子 ロ ム小ブロンクを吉む黒色土。� 

15帰 ローム粒子 ーローム小ブロックを 古む黒褐色士。� 

10府 ローム粒子 ロ ム小ブロッ クを多く 宮む明茶

m叩wぶ~

褐色土3 

17府 ローム粒子ー ローム小プロジ ク ロー ムプロッ

)。クを多〈宵む時黄褐色士(ノ、ード� 

1m 

第22図� 1号方形周溝墓� 0/60) 
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第� 2節古墳時代前・後期� 

/ 
3 

-lI	 r4 

Z 	 ¥8 1 
10cm 

-司

第23図� l号方形周溝墓出土遺物� 0/3) 

凶� 

/
@ 

¥ 
14.6m 

@ 

A ~6m 	 1層 間lil，
 

2層 ロ ム粒子ーロ ムノト プロン クを吉む
 、四~ 
暗茶褐色土� Q 

311 ローム粒子 ロ ム小ブロック を吉む岡

暗茶褐色土(やや/� ¥一円。� 34号土坑� 
4属 ローム位チ ・ロ ム小ブロック を吉む

黒褐色士。� 

5層 ローム粒子 ローム小� Yロyクを多く

吉む明茶褐色土。� 

6届 ローム粒子 ・ローム小ブロ ック をやや� 

31号土坑 多く合む明察褐色士(ハド)。
 

7層 ロームブロック。
 

8層 ロ ム粒子・ロ ム小ブロ ック をやや


多く 古む暗茶褐色土(ハー 判。� 

9腐 ロ ム粒子 ーロ ム小ブロンク を多く

吉む暗黄褐色土。� 1m 
10腐 ロ ム粒子ローム小ブロック ロー

ムフロングを 多〈 古む黄褐色土(貼床状)，

第24図土坑�  0/60)

[遺物]図示でき る物はなかった。

[時期]古墳時代前期か。 

( 5 )ピット 

調査区域内には多くのピッ卜が検出されたが、その大部分が中世以降に比定できるものと考えられる O

今回の報告では、そのすべてに遺構名を付けず、遺物が出土し、さらに実測図あるいは写真図版に図示

できた遺物をもっピットに関してのみピット名を付け説明することにした。

今回、古墳時代前期としてピ� y 卜名を付けたのは、� P2・3の2本である(第� 4図)。� 
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第 3章検出された遺構と遺物

遺 物 ( 第25図、第15表)
 

P 2から は窪� 2点、� P3からは高郎� l点・壷� 1点、が出土した。


L¥ 
¥3 

1・2 2号ピッ ト出土遺物� 

3・4 3号ピット出土遺物zf 
1Ucm 

第25図 ピット出土遺物� 0/3) 

( )は現存値及び推定値

| 

| 

第10図l

毛lf，1北 凶図 表奇

第10図7 護� 

特 徴 色 調 |胎土 調 整 出土位置 造存度

高杯の可能性 もあり� /脚Ii炎茶褐色� i砂粒を僅かに� |内面ハケ目調整、裾部横� 1炉上15cmの覆土中|脚部の� 30% 

I(132) I台部破片/1ヶ所穿孔あ1/内外商|含む� |ナデ/外面縦位へラ磨き程

り/外市赤彩 |黒煙あり� I 調整

口縁部/複合口縁/内面� |黄白色 |砂粒を僅かに� |内面横位ヘラ磨き調整� /1復土中� 

l及び外面口縁部直下は赤含む |外面複合部ノ、ヶ 日調整、

彩 以下横位ヘラ磨き調整

頚部/内外面赤彩 |明茶褐色� |黄褐色粒デ・� |内面 横位ヘラ磨き調整� /1北コ ーナ 近くの|小破片

砂粒を含む |外面 ハケ目調整後縦位へ|覆土中(床上約� 35

ラ墜さ謝整� Icm)Icm) ~ 

頚部/内面に端末結節縄� |黄褐色 黄褐色粒子 ・� |内面文様部以下に横位へ� |炉の北西側の床上� |小破片� 

l文が施文� | 砂粒を僅かに|ラ磨き調整/外面ハケ目�  |及 び覆土中(床上� 

|合む |調整後縦位へラ磨き調整 |約 lO cm)

広口壷か� / Iく」字状口� |胎士は暗黄褐色位デ ・|内外面横位ヘラ磨き調整� |炉の南東側の覆土|破片

縁� /内外出赤彩� l賞褐色� |砂粒を含む� I 中(床よ約� 25四1)

胴部下半/外商赤彩 |暗灰褐色 |黄褐色粒子を|内面剥離著しいが横位へ|炉の南側の覆土中|破片

多く含む� |ラ磨き調整/外面ハケ目�  I(床上約� 25cm)

調整後横位あるいは斜位へ

ラ磨き調整

貝による安Ijみあり

頚部~胴部上半 黒褐色 砂粒を僅かに� |内面粗いノ、ヶ 目調整/外� |炉の北西側の覆土� |小破片

胴部中位� ~下半 覆土中 小破片プ� 

台付主主の脚台部 内外面粗いハケ目調整 覆土中

含む 面ハケ目調整� |中(床上約� 20cm)

~ /J' ~ 
土鍾/長さ� 5.9cm・最大|暗茶褐色l茶褐色龍を僅� !全体に指頭による押捺によ!炉の東側の覆土中� | 部欠損� 

ー 幅� 4.3cm・重さ� 121 g ・穿 かに含む |る成形痕が観察される (床上約25cm)

孔径� 1. 0cm/円筒形

(単位 cm) 
第� 6表� 2号住届跡出土遺物一覧
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第� 2節 古墳時代前 ・後期

( )は現存値及び1世記値

第11図1 I 地
体部ヘラナデ後ヘラ磨き調 l直j上

整/外面ハケ目調整後検

位ヘラ理事き調整

暗茶褐色l黄褐色粒� f・|内面ヘラ磨き調整/外面� |覆土中

砂粒を僅かに|ハケ目調整

合む

第� 7表� 3号住居跡出土造物� 覧A

第13図31士甘� I(16) 
合む 中(床上約lOcm) 底部80%程� 

[ 1口脳仙ベ悩幽ベ凶凶� 岩→ト川イ� f空竺:了一一一一一一一「戸門一暗眠問一一茶硝叩褐舵「色1l?trγ;2rγ~I〉〉)川一川第如制叫山叫31214 i InJI~γ1 忠ケ一卜三� ア:了ア?門叫や刊一下多 
片� 

十(¥ J 口晴縁駒外柑由一� l ?22:z色訂f告官2z:廿;JJJJ?君君f己:才巧Tお九出i副団I~fEE5:ZJレ士?一Tプ | 破耐出立 l ;tf忠 J 山品官 
Lι一一一一←L ム一J 」 一一一一-~

|婆 1 l 十 円四\，~J'(Ij;z，. tJI 
穫土中 小破片

口縁部/口縁部僅かに内陪茶褐色|茶褐色粒子をi内面ハケ目調整後口唇部1東コーナー近く のi小破片

ー 湾 いを基調� !倖かに含む� |横ナデ/外面ハケ 白調整|滋土中(床上180m)

|後吐いへラ磨き調整 

I!同部/外面に煤付着 |付 面 黒i暗茶褐色粒子|内面ハケナ デ/外面密な!南東壁近く の覆土|小破片

ー| 巾昌色/外|を僅かに含む|ハケ白調整� |中(床上18cm)

面 黒色

胴部� 1暗茶褐色|黄褐色粒子 ・|内面ハケ 目調整後組いへ|住居中央からやや|小破片

砂粒を僅かに|ラ磨 き調整/外商 ハケ 目|西コ ーナーに寄っ

合 む� i調整� Jた覆七中(床上一7cm)1

明部/外面に煤付着 内面明黄褐色粒子を� 1内外面ハケ円調整後へラi東コーナーのほぼ|小破片� 

|茶褐色 合む� i磨き調整� |床面上� | 

|外面黒�  

|色

ケブ婆
(単位叩) 

第� 8表� 4号住居跡出土遺物一覧

中(床上約10口11)

台付畿の脚台部 覆土中 小破片

~ー十一一一一一
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値
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定
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F

推

一
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一

及

一

値

一

存

「

現

一
ハ
一置

(
一
一
位土出

胴部

特 徴 調 整

第� 9表� 5号住居跡出土遺物一覧

特 徴 色調|胎土 調 主主 出ゴ二位鷺

口縁部は内湾/底部は碁|胎土はE立� 1 --tt--<，l=Ih _.TJ.."7'.J-!内外面 ハケ目調整後ヘラ |貯蔵穴内| 同|茶褐色粒子を|
3.0 1笥底/厚手作り/内外面|黄褐色� | l磨き調整� l 

I~' ~~ 1やや多く 含む
赤彩� l' ，~ ' = ~ I 

Iq" I底部は碁笥底/内外面赤|胎士は暗|黄褐色粒子 ・内面ヘラ磨き調整/外面� |北コー ナーの床面|体部下半か 1 

2.2 I彩� |赤褐色� |砂粒を含む� |ヘラ自，1り後ヘラ磨き調整 |上 |ら底部にか

けて60%

口縁部~頚部/複合U縁|暗黄褐色| 内面ハケ目調整へラ磨き(貯蔵穴内� 小破片黄伺色粒子 ・i l
-1/内面赤彩 茶褐色粒子を l調整/外面複合部ハケ目 |

やや多く含む|調整、頚部ヘラ磨き調整� | 

破片| '11のす ぐ北東の床内面へラ磨き調整/細川|口 縁 部 / 口 唇 部 吉川し瞬間開色粒子をI I
| 暗P基調 |僅かに含む |ハケ 目調整、口縁部はそのi面上


後横ナデ
 

μ縁部~胴部上半/S字|暗茶褐色1黄褐色粒子 ・|内面ハケ 目調整/外面指|覆土中 |小破片
賓と考えられる/外而に 1を基調� |茶褐色粒子を|頭圧痕あり、肩部ノ、ヶ 目調

煤付着 僅かに含む� |整/LI縁部上半は内外面横

ナデ

土五/足玉と考えられるl暗賞褐色|砂粒を僅かに|指頭圧痕の成形痕のみが観|北コ ナ の床面|完形品� 

←� 1/直径2.8cm・穿孔径071 合む� |察される |仁

印� 1・重さ17.6 g 


|覆土中 |破片

十-J
第10表� 6号住居跡出土遺物一覧

特 徴 胎土 調 整 出土位置� 1 i書存度l 色調�  i 

f底部/平底を呈 し、中央|黄櫨色� !茶褐色粒子 ・同函ソ、ヶ目調整/外商へi住居中央から西コ |底部のみ50 
1 6.0 1部はやや窪む 砂粒を含む� |ラナデ� 1ナーにかけての覆� 1%

土中(床 上約20cm)

口縁部/復合口縁/内外胎土は日高賞褐色粒子 ・同外商:ノ、ヶ 目調整後ヘラ|覆土中

直赤彩か |茶褐色 砂粒を僅かに|磨き調楚

含む� | 

頚部~ .~同部/頚部に断面胎土土暗|黄褐色粒子 ・ | 内外面ハケ 目調整後ヘラ南東墜近くのほぼ|小破片 
l三角形の凸帯あり/内外茶褐色� |茶褐色粒子 ・|磨き調整 川ミ面上� l 

面赤彩 砂粒を含む

小破片

胴部/外面赤彩 暗茶褐色i砂粒を僅かに|内外面。ハケ 目調整後ヘラ|北西壁近くの覆土|小破片

を基調� |含む |磨き調整、外面は組L、ハケ |中(床上約10cm)
目調整

胴部� 

|第16図61 祭

日一� 
直!!?8lfi-l

胴部� 

|脚台都/rハ」字状

(単位 crn) 

第11表� 7号住居跡出土遺物一覧
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第� 2節古墳時代前・後期

( )は現存値及び推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 遺存度

杯部は焼状/脚台部は裾 胎土は暗 砂粒をやや多 杯部内外由へラナデ/脚 東壁近くのほほ床� 70%程

部が大きく 開く/脚台部 茶褐色 く、金雲母を 台部.内面ハケ目調整、外 面上
第18図1 旦白旦台� i、仁] 9.3 6.7 12.2 

第18図2 高士不� (5 .4)18.0 

第18図3 柑� 16.4 (15.1) 4.0 

内面を除き赤彩 僅かに含む 面へラ磨き調整、杯部と の

境は横方向のへラ磨き調整

杯部/杯部下半に稜をも 胎土は黄 黄褐色粒子・ 内自へラ磨き調警/外面 東壁近くの床面上 杯部90%強
つ/内外由赤彩 褐色 茶褐色粒子 ・摩耗が著しくやや不明であ� 

frt粒を含む るがハケ目調整、口縁部は

その後横ナデ

日類部は外傾/胴部長大 始土は淡 砂粒を僅かに 内由口頭部ていねいにへ 住唐の広い 範囲�  10% 
径は中位/底部は碁笥底 黄褐色 合む ラ磨き調整、以卜ヘラナデ (床面上及びほほ 

/n頚部内面及び外面赤 /外面ていねいなヘラ磨き 床面上〕に散在

五5 調整

台付蜜/脚台部を欠損/胎土は暗 黄褐色粒子 ・内外由ハケ目調整、 口縁貯蔵穴�  Bの南側の 関]台部以外

赤彩か

合む デ/外面ハケ目調整

の床面上

L/41) (173) 70%部外面はその後横ナデ18 4 ほぼ床面」二口唇部刻みな 内外面 黄褐色 砂粒を含む図 (1第� ~ 

内由口類部ハケ目調整後淡茶褐色 黄褐色粒子・ 南壁近くの床面上 破片口縁部~胴部
ヘラ磨き調整、胴部ハケナ18 5 茶褐色粒子を図 E第 宜官� 

2 住居中央からやや胴部上半/単節斜縄文� 暗茶褐色 黄褐色粒子を 内面へラ磨き調整 小破片

18 6 やや多く 含む 南西コ ナ寄りを基調図 EZ 段第 官� 

B脚台部/ノ、字状/裾端部 内面。ハケ 目調整/外面ハ胎土は暗 黄褐色粒子を 貯蔵穴 の南側の 破片
18 7 高主不図第

やや多く 含む ケ目調整後へラ磨き調整は平坦/内外面赤彩 ほほ床面上茶褐色

内外面ハケ日調整 A脚台部/ノ、字状/裾端部 暗茶褐色 黄褐色粒子を 貯蔵穴 内 破片
18 8 護図第

やや多く含むは平坦

|挿図番号 特 色調 調 出土位鐙 遺存度徴底径 』台土器~器種 口径 整

40%力マド前面の床面口縁部と(本部の境に稜/淡茶褐色 砂粒をやや多 内面 口縁部横ナデ、以卜 程
ヘラナデ/外面ー口縁部横粗雑な作り /幾分平底を を基調 く、黄褐色粒 上及 び覆土中(床

35cm)意識してい るものか/全 ナデ、以下へラ削り/口縁 |約土日市器� 子を僅かに合
20 1 3.0)4.5図第 (1

王不 体にやや黒く煤けている む 部直下は未調整(指頭押捺

内面白口縁部横ナデ、以下口縁部と体部の境に稜/胎土は暗 黄褐色粒子・ 貯蔵穴上層(床面 ほほ完形品

第12表� 8号住居跡出土遺物一覧

ことから、黒色土器の可 の成形痕)

能性あり

第20図2
土師器� 

5.1 13.0 
粗雑な作り/全体に黒く 黄褐色 茶褐色粒子・ ヘラナデ/外面口縁部横 レベノレ)

砂粒を多く 含 ナデ、 以下へう削り後底部阜、燥けていることから、杯

色土器の可能性あり む を中心に粗いへラ磨き調整

フb 配� ロ口縁部と体部の墳に稜/胎土は暗 砂粒をやや多 内面口縁部横ナテ、以卜 カマド前面の覆土� c巳lU口口

27cm)中(床仁ヘラナデ/外血口縁部償く含む黄褐色を底/やや深身/底部は平
6.0 .6126.1土師器� 3図20第� 

王不 粗雑な作り/黒色土器の 基調 ナデ、以下ヘラ削り後へラ


可能性あり ナデ


台付婆/口縁部は外皮/胎土は暗 砂粒をやや多 内面 口縁部と脚台部裾部 貯蔵穴南縁の凸堤� 90%程
掛台部は脚柱部をもち、 茶褐色を く含む は横ナデ、その他はへラ削 上

裾部は「ハ」字状に開く 基調 り/外面口縁部と脚部は� 
第20図4土師器 25.3 16.5 11.2 /粗雑な作り/外面は黒 横ナデ、その他はへラ削り

霊童
く煤けている/全体に黒


色を呈していることから

黒色土器の可能性あり


口縁部と綱部中位のほほ 暗樟色を� frt、粒をやや多 内面口縁部横ナデ、以下 貯蔵穴上層� |ほほ完形品
同位置に最大径/口縁部 基調 く含む 斜方向のヘ ラナデ/外由

第20図5
土師器� 

36.5 18.4 6.4 
は外反/外面の胴部上半 口縁部横ナデ、以卜へラ南� Ij

護 ~中位に粘土付着痕、胴 り後ヘラナデ、� 1岡部卜半に


部中位~底部に二次焼成 はその後組いヘラ磨き調整


痕/粗雑な作り


口縁部に最大径/口縁部 暗燈色を 砂粒をやや多 内面 口縁部情ナテ、以卜 カマド前面の床面� 95%

土日市器
は外反/外面の胴部上三� r基調 く含む 斜万向のへ ラナテ/外面 上及び覆土(床上� 2

第20図6 36.9 19.0 6.6 ~中位に粘土付着痕、胴 口縁部横ナテ、以下ヘラ削� 5cm)
婆� 

部中位~底部に二次焼成 り後へラナテ、胴部下半に

痕/粗雑な作り はその後粗いへ ラ磨き調整

第13表� 9号住居跡出土遺物一覧(1)
(単位 cm) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

( )は現存値及び推疋値

挿凶悉号 著書種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 遺存度
……一一

胴部中位~底部/~同部中暗燈色 砂粒をやや多 内面斜方向のへラナテ/カマト前面から貯� 1同部中{立~� 

(28. 1) 7.2 
イ立~底部に 次焼成痕/ く含む 外面ヘラ 時IJり後ヘラナデ、 蔵穴にかけての覆 底部�  80%

主聖	 底部に木葉痕 胴部ド半にはその後粗いへ 土中(床十 20~57 1呈
ラ磨き調整� cm)1こ散在� 

胴部下半~貯蔵穴北西縁の凸IJ面 ヘラナデ/外面ヘラ自|付中立をやや多li'T淡茶褐色同部下半~底部/底部が1

第20図日� 
J師器� 

(9.9) 7.5 やや厚昧をもっ/底部中 〈、茶渇色粒 り後ヘラナデ 堤ト 底部� 100%
護 央にやや窪みあり 子を僅かに 含

むち

胴部卜半~貯蔵穴北縁の凸堤� 11茶褐色粒子・ 内面 ヘラナテ/外面ヘラ 背日吉茶褐色� 
痕一 一f部14でトあ� 

70%底部卜走ヘラナテjり立を僅かにtli'T底部中央に主主み離/剥り7.29|知り図 
合む	 f'j' 

支関1/円筒形/上回の 暗茶褐色 茶褐色粒下を 平IEj自をもっ成形痕 力マト内� 80%程

第20図10J製品 一 昔日遺存/遺存長12.6印� 1・直 僅かに含む


径5.8αn


第13表� 9号佳居跡出土遺物一覧(2) 

挿図番号 器 f重 器高 口径 底径 特 徴 色調 	 胎土 調 主主 出土位選 遺存度

士不部底部~脚台部/高f不胎土は陥 砂粒を僅かに� I不部内由はヘラ磨き調整 南白溝の南コ ナ 脚台部�  80
の可能性あり/裾部は大 黄褐色 含む /刷]台部内由はハケ 自調 寄りの覆土中(溝 %程

第23図1 66台� (6.4) 9.7 
きく開く/杯部内面底部 整、外商はハケ目調整後へ 底上7cm)
及び脚台部外TIiiは赤彩 ラ磨き調整

口縁部/慢合口縁/口唇 陪黄褐色 黄掲色粒子・内外由ハケ目調整後半且い 南東溝中央の覆土 破片

1 内面へラナデ後半且いへラ 南西溝中央の覆土小破片陪茶褐色黄褐色粒子・同部

主産

文育一ι

合む

胴部/壷の 可能性あり/胎土は淡 茶褐色粒子・ 州市ナテ/外市ハケ 目調南西溝中央の覆土 破片 


第23図3 t甘 外由手了、彩 茶褐色 砂粒を僅かに 整後ていねいなへラ磨き調中(溝底上約30cm)

台、む 整


口縁部/口唇部主IJみなし 日計登色 黄褐色粒子・ 内面ノ、ヶ 回調整/外商ハ南コ ナ の覆土 小破片 


第23図4 婆 砂粒をやや多 ケ白調繋後横ナデ 中(溝底上約30cm)

く含む


口縁部/口唇部外出に刻暗黄褐色黄褐色粒子を 内外由ハケナテ 覆土中 破片


第23灰15 多E奪~ み 多く、砂粒を 

含む


第23図61 窪
口縁部/口唇部室IJみなし陪桜色 砂粒を僅かに 内外由ハケ 白調整 覆土中 小破片


含む
 

第23図7 鐙 砂粒を含む 磨き調整/外面ハケ白調 中(溝底上約15cm)

干空


胴昔日 内由 時 黄褐色粒 fを|竹商ハケ目調整後ヘラナ 覆土中 小破片

第23図B	
黄褐色/ 僅かに含む テ/外市ハケ日調整

外由黒

褐色
←一一一一一一

脚台部/ノ、字状 淡茶掲色 黄褐色粒子・内面ヘラナテ/外面ハケ 覆土中 小破片


第23図9 砂粒をやや多 目調整 

く含む


第14去� l号方形周溝墓出土遺物一覧

挿図主番号通構名 器種|器高 口径 底径 特� 1数 色調 胎土 調 整 遺存度

頭部~胴部中位/外市は黒く煤暗茶褐色を黄褐色粒子をや内正面 頭部はハケ目調整、胴 破片

けている 主芸調 や多く含む 部はヘラナデ後へラ磨き調整� 
第25図� P2 窪	 l ~外由ノケー粗いへ

ラ磨き調整

第25図21P 2 建� 
1同部 階茶褐色 黄褐色粒子 ・砂 内面 へ ラ ナ テ / 外 市 ハ ケ IN皮片


粒を多く含む 日調整


脚台部/器台の可能性もあり/暗茶褐色 砂粒を僅かに合 い|雨:ハケ日調整/外由 ハ小破片 

第25図3 P 3 高原

「ハ」字状に開く/器j享が薄い む ケ目調整後口縁部は横ナデ 
  

l氏部/ 部外面は黒く煤けてい 暗茶褐色を 黄褐色粒子・茶 内市 ハケ白調整後へラ磨き 破片� 

|第四� P 3 
を僅かに合む

l士.ii 一|山底婆の可能叫性もあり 基調 褐色粒子・砂粒 調繋/外面.ハケ目調整

(単位 cm) 
第15表 ピット出土遺物一覧

第23図2 端部はシャ プに市取り 砂粒を僅かにヘラ磨き調整 中(溝底上lOcm)
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第� 3節中世以降

第� 3節中世以降

(1)概要

ここで扱う遺構・遺物の時代設定については、出土遺物や遺構の覆土からの判断では詳細な時代設定

を行うことが難しかったため、中世以降という枠で捉えることにした。

検出された遺構は、火葬墓� 2基・士坑� 2基・井戸跡� 1基・溝跡� 2本などである� 中でも最も新しい時O

代の遺構としては、昭和の耐火レンガを出土する27Dがあるが、� 2Wからもゴミなどの出土もあること

から、これらの詳細図面の掲載は省略することにした。また、� 5・6Mのように野火止用水跡と考えら

れる遺構が検出され、当市での初めての発掘調査例となった。

さらに、調査区域内には数多くのピットが存在し、その大部分が中世以降に比定で きるものと考えら

れるが、ピット内からの遺物の出土はなかったため、ピット名も敢えて付けなかった。ここでの詳細説

明は割愛することにする。� 

( 2 )土坑 
  

21号土坑 


遺構(第26岡)


[位置] (B-2)グリッドO

[構造]上層より人骨が出土し、覆士に焼十一が確認されたため、火葬墓と思われる o 3基が重複した形

で図示したが人骨が集中して出土した部分は131x 94cm・深さ� 8cmの楕円形で、中央付近には深さ� 40cm

程のピットがあった。(長軸方位)� N -23 E (覆土) 6層に分層される O
0 

- 0 

[造物]人骨と銅銭 6枚(六文銭)が出土した。人骨の分析については、付編参照。

[時期]中世か。


遺物(図版13-3 ) 


六文銭である� 高熱により変形し、銭貨の種類は判別できなかった。
 O

22号土坑

遺構(第26図)

[位置] (B-2)グリッド。

[構造]小骨片と歯が出土し、覆土に焼土が確認されたことから火葬墓と思われるo(規模)64x 42cmo 

(深さ) 5 cmo (長軸方位)� N-730 -Wo 

[遺物]小骨片と歯が出土した。人骨の分析については、 f寸編参照。

[時期]中世か。� 

23号土坑


遺構(第26図)


[位置] (C -3 )グリッ卜〉
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第� 3章検出された遺構と遺物

[構造] 4 Hを切り、後世のピットに切られる� 確認できた部分では、壁面は緩やかに立ち上がり、坑O

0 
-底面は平坦である。(規模)不明� X60Cillo (深さ)26cll1o (長軸方位)� N -80 Wo (覆土)� 4層に分層

される� O 

[遺物]出土しなかった。� 

[時期]近世以降か。� 

27号土坑

遺構(第�  4図、図版� 8-6・7)� 

[位置] (B-3) グリッド。� 

[構造]本遺構は出土遺物から昭和時代以降のものと判断し、基本構造として、以下に特徴を列記する

に留める ことにする� O

。� 
¥ 

A 

¥ 
ο 

υ 

国� 

1層 ローム粒子 ・ローム小ブロック ・焼土粒子 ・焼土小ブ

ロッ ク 炭化物粒子 ・小胃円を含 む暗褐色土。� 
2層 ローム粒子 ・ローム小ブロックを多く含む暗黄褐色土� 0 

3層 焼土粒子 ・焼土小ブロックを多く、ロ ム粒子 ・ロ
ム小ブロック ー炭化物粒子を含む暗赤褐色土。� 

4層 ローム粒子・ 焼土粒子 ・焼土小ブロック ・炭化物粒子

小骨片を含む時褐色土。� 
5層 焼士粒子 ・焼土小ブロックをやや多く、ローム粒子 ・

炭化物粒子を含む暗茶渇色士。� 
6層 口」ム粒子焼士粒子 炭化物粒子を含む暗茶褐色士。� 

21号土坑�  
1m 

¥ζ云 ¥西口 
14，6rr 

蕊~蕊禰 
22号土坑�  

23号土坑�  
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第26図土坑�  0/30・1/60) 
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第� 3節中世 以降

①掘り込みの平由形は円形で径102cmをj]ljるO

②掘り込みの内側に粘土が貼られ、その内部には木桶が設置されている。

③木桶の内部の底面立ちJ:::がり部分には外の壁に向かつて鉄釘が打たれ固定されている O

④木桶の深さは確認面か ら約� 28cm。

⑤木桶の中からレンガ� 3点(赤レンガ� 2点と耐火レンガ� 1点)と酒フタやストローなどが出土した。

[造物]刻印のある耐火レンガ� l点を図示した。

[時期]現代。

遺物(第27閃)� 

“MARUKOSI"の刻印のある耐火レ

ンガ、である� 長さ� 23.0cm・幅11.5cm・厚さ6.4O

cmo この刻印のあるレンガは、丸越工業株式

会社製品(註 1)であり、ケイソウ土質耐熱
10cm 

煉瓦と呼ばれる O 

第27図� 27号土坑出土遺物� 0/4) 

( 3 )井戸跡 
  

2号井戸跡


遺 構 ( 第�  4図、図版� 8-8) 

[位置] (C-3) グリッ卜、 O 

[構造]本遺構は出土遺物か ら昭和時代に埋め戻さ れたものと判断し、基本構造の説明に留めることに

する o (平面形)楕円形。(規模)開口部は長径1.60m ・短径1.5mで、上部に幅10~15cm ・深さ 17~40 

cmの段を有し、ロームが貼られていた。内側は長径1.� 30m・短径1.22mを測る O

[遺物]ベッ トボトルなどのゴミ類が出土した。
 

[時期]近・現代か。
 

[所見]危険防止のため、深さ80cm程掘り下げたところで調査を中止した。
 

(4)溝跡(野火止用水跡) 
  

5号溝跡


遺構(第28図)


[位置] (A~C -4、C-3)グリッド。

[構造]本遺構の東側半分は調査区外にあるものと思われる。確認面であるロームと本遺構のヒ端との

境界はダラダラして区分は難し ~\o これについては、第28図の等高線を見ると本遺構及び 6Mについて

も遺構の走行方位に平行して等高線が変化していることから、元々地形に合わせた構築を意図していた

とも考え られるが、かなり広範囲にわたる基盤整備が行われていたとも考えられるであろう� 断面形のO

基本は箱薬研形である o (規模)調査区東端の (A-4) グリッドを中心lこ検出され、確認できる範囲

での長さは17.2mである o (深さ)溝底面の標高は13.9m前後で、あり、等高線の最高値14.4mから換算す

0るとローム確認面からの深さは約50cmである o (走行方位)N-4 -Wで、おおよそ南北方向に直線

的に走行している o (覆土)24層に分層される。特に溝底に近い部分で砂礁が多く 含まれる のは特徴的

である� また、南端のと端を中心lこ粘土層が検出され、確認面近くの上層部分では広範聞に硬化面が確O
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第� 3章検出された遺構と遺物

認された。(溝底面の状態)いわゆる“水付き"と呼ばれる赤く酸化した面(鋳着面)が広い範囲で確� 

j忍できる O 

[遺物]陶磁器を中心に土器・ガラス製品・土製品・石製品・銅銭が出土した。

[時期]近世~近代 09世紀後半~20世紀前半)。

[所見]木遺構は溝跡で取り扱ったが、人為的に構築された水路跡(野火止用水跡)と考えられる� 規O

模については、大部分が調査区外の東側と考えられるため、詳細構造は不明とするしかない。ただ、第� 

28図の礁範囲を溝底最下層と考えた場合、上端ラインで比較的安定している標高14mラインから北隅の

調査区境界までの距離約0.6mを参考にすると、幅員はその倍の約1.2mと推定することができる� これO

については、第34図の「野火止用水断面復元模式図』を参考にすると、粘土層の下層での幅員が約1.5 

mである ことか ら、それよりやや規模は小さいが、誤差を考えると同程度の規模である可能性がある� O

遺物(第30図、 図版13-4 ・図版14~16、第 16表) 

1・2は砥石である。� 1は長さ� 5.6cm・幅2.9cm・厚さ� 2.0cm・重さ� 39.0g 。断面は三角形で全体に三角

柱を呈しているo2は上端は欠損している� 長さ� 5.0cm・幅3.7cm・厚さ� 2.8cm・重さ� 60.0gで、断面は中O

央部の厚さが薄くな っており楼状を呈している� O 

3・4は銅銭であ る。� 3は寛永通宝の破片で、� 4は半銭(明治十年)であ る� O 

5 ~99は陶磁器を器種別に集成した。 5 は猪口、 6 ~25は湯飲茶碗、 26~41 は山、 42~51 は飯茶碗・

茶碗、 52~57 ・ 78~83は鉢・くらわんか皿・蓋、 58~68は徳利、 69~72は小瓶・大瓶、 73~77は土瓶、 

84~91 は急須、 92は油差し、 93はおろし出、 94 ・ 95 はレンゲ、 96~99は措鉢である O 

100~106は土器で、 100は丸灯、 102 ・ 103 は風炉、 104 ・ 105 は子倍り、 106は煩炉である O 

107~112はガラス製品で、 107 ・ 108はランプである O その他は器種は不明である が、ノト瓶であろう。 

113・114は石筆である。� 113は長さ� 2.3cm・重さ� 2.1g 。断面は� 0.6x 0.8cmの楕円形を呈しているo114 

は長さ� 2.0cm・重さ1.3go断面は0.5 x0.6cmの楕円形を呈している。� 

115・116は素焼人形である。� 115は狐拳で、高さ� 3.2cmo116は箱庭道具で、高さ� 2.5cm。� 

6号溝跡

遺構(第29図)

[位置] (A -2 ~ 4)グリッ卜、O

[構造] 5 Mと調査区北東端で直交し、西側に走行している。なお、半面図に図示できなかったが、南

側の上端に沿って幅� 15cm程の灰白色粘土 層(8層)が走行していることが確認できた。(規模)確認で

きた範囲での長さは20.8mである 。 上幅40~134cm ・下幅1O~40cmを測り、断面形は箱薬研形である O

(深さ) 20~32cmo (走行方位) N-Wo (覆土) 10層に分層される。

[:i宣物]出土しなかった。� 

[時期]近世~近代。� 

[所見1木遺構は溝跡として取り扱ったが、� 5Mと同様に人為的に構築された水路跡(野火止用水跡)

と考え られる。なお、調査当初は本遺構を最近の排水溝と安易に考えていたこともあり、南側の上端に

沿って検出された灰白色粘土層については実測を行わず除去してしまった。おそらく、この灰白色粘土

層は、第34図の 『野火止用水断面復元模式図」を参考にすると堤防の役割を果たしたものと考えられる。� 
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ててコム一一→-

嘩範囲。 。� 
粘土層範囲� 

一一←一一� -I-. 
A~ 7m 

B 8 c一一 D 

ぷ蕊芯�  
1， 府 表土砂� 

Ib層 ローム粒子 ローム小プロ� γク 小石躍を含む時褐1"士。� 

2層 ローム粒子 ・ローム小ブロック 小石を含む暗褐色土� 4 

3層 ロ←ム杓子 ーローム小ブロックを含む暗褐色土(後世のピッ ト)。� 

4r0 黄禍色士(ロ ーム充填土)。� 

5層 ローム粒子 ローム小フロ ック 会合む暗褐色土。� 

6崩 ローム粒子 ーロ ム小ブロ ック 小石離を吉む暗褐色イ� 

7f~ ロ←ム胞子 ローム小プロシク ・小石 ・離そ吉む暗褐色士� 

(11膚の躍を吉む)。� 

8属 ローム粒子 ・ローム� '1、ブロック 小石を吉む暗褐色士。� 

9崩 ローム粒子 ロ ム'1、ブロック 小石を吉む暗褐色土. 

iO層 ローム杭子 ・ローム小ブロシク 小石を吉む暗茶褐色土

(ハ ド 鉄分を吉む)。� 

11層 砂碑届(陶磁器を多く出土)。� 

12層 ローム粒子 ロ ム小ブロンクを含み� '1、右を慎かに吉む

暗褐色土(ハード)ロ 

府 ロ ム粒子 ロ ム小ブロック小石躍を含む暗褐色土。� 

14廊 ロ ム粒子 ローム小プロァ ク佐多く吉む暗黄褐色土。� 

15届 ロ ム粒子 ロ ム小フロ ック 小石を吉む暗褐色土(ハー ド)，� 

16層 ローム桂子 ローム小ブロ� γクを吉む暗褐色士。� 

17届 黄灰褐色枯土(鉄分を多く吉む)。

13

第28図� 5号溝跡� 0/60) 

18層 ロ ム粒子 ・ロ ム小ブロックを多く古む暗褐色士

(ノ、ド)。� 

19届 ロ ム粒� F・ローム小プロックを多く含む暗褐色土。� 

20層ロ←ムブロ ック。� 

21層 ローム粒子ーローム小ブロックをやや多く 合む暗褐色上。

)。(漸移掛届時茶褐色土22 

23層 ロ ム粒子 ーローム小ブロックー 灰褐色粘 土を多〈 吉む

時茶褐色土(混和粘土層)，� 

24属 ロ ム粒子 ローム小プロンク ・小石を吉む時褐色土。� 1m 
25届 ロ ム粒子 ロ ム小プロックを多く古む暗黄褐色士。
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ペー--寸:三� 

25 
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24 24 

οー←一三下ι ←一一一 一一一一� 

B 

総 雨 、総ぶミ、総長ミ� 

撹乱。

ローム粒子 ・ローム小フロックを含む暗茶褐色土心

ロ ム粒千 ロ ム小ブロッ ク・ 粘土粒子をやや多く含む含む明茶褐色土。

ロームブロック。

ローム粒子 ローム小ブロッ ク ロームブロックを多く 、粘土粒子を吉む暗黄褐色土。

ローム粒子 ローム小ブロック ・粘士粒千 ・粘土小ブロックをやや多く含む含む明茶褐色士。

ローム粒チ ・ローム� 'J、プロック ・粘土粒子・粘土小プロァク を多く含む含む暗褐色十。

ローム粒子・ ローム小ブロックを吉む灰白色粘十。

粘土粒子 粘十小ブ ロック を多く、ローム粒千 ローム小ブロック を吉む暗灰褐色土。

ローム粒子 ・ローム小ブロックをやや多く、粘土粒子 ・粘土小フ ロック含む暗茶褐色土。

ロ ム粒子 ロ ム小ブロックを多く 含む時黄褐色十。

第29図� 6号溝跡� 0/60)
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第� 3節中世以降�  

円心� 4声53
ι 

2 

5cm 1cm 

-ーーーー孟孟函孟4 -ーーーーーーーー
第30図� 5号溝跡出土遺物� (1/3・4/5) 

註 l 丸越工業株式会社の松浦一弘氏にはメーノレにて懇切丁寧に対応していただいた。丸越工業株式会社は、本社が石川県七

尾市石崎町に所在し、10年ほと前には東京営業所が関東地方(浅草 ・神田 ・i奇玉) を転々とし、志木市館 (志木市館� 2 

5 -2)でも一時営業を行っ ていたとい うO 丸越工業株式会社がケイソウ土質耐熱煉瓦を“MARUKOS]"フ ラン

ドとして生産を始めたのが昭和28年で、古いタイプは� J 1Sマークや品番が刻印され、新 しいタイプはイ ンク のスタ ン

プになっているという� O さらに、� “MARUKOS ]"の刻印下にも刻印があり、 この一部が破損していたため、松浦

氏に確認しても らっ た。その結果、� J1 S分類� (A・B • C表示)が 般にな るのは昭和31年頃以降であり 、その以前

は、� “N-1" “N-2" (No1、No.2かも) の刻印で販売していたということであるこ とから、今回の刻印 レン ガは

昭和31年頃以前の初期に近い製品である可能性が猿厚 という見解である。

法量一一寸 一一←
挿図番号 種別 器種器南口径底径 製作の特徴 産地推定 時 期

「図版13-4 磁器 猪口 内伯Iに見込み/酸化コ バノレト 肥削系� 19c後半~20世紀目IJ
¥「

中頃19c瀬戸系ト物かyと類似、せ/8。松竹梅文il寸7.04.71湯飲茶碗磁器13-4-6図版� 

図版13-4-7 磁器湯 飲 茶 碗 �  5.0 草花文 瀬戸系� 19c 

5-

図版13 8-4- 磁器 湯飲茶碗� 4.81 (7.4) ・松竹梅文/6と類似、 セyト物か 瀬ド系� 19cLi1頃

閃版13-4-9 磁器 湯飲帝碗� 4.71 (8.2) 一外面松文/内面に見込みあり 瀬μ系� 19c中頃

4-10 磁器 湯 飲 茶碗 19c中頃

図版13-4-11 磁器 湯飲茶腕 3.31 瀬戸系 19c 後半(7.4)1 (3.0)内外面草花文/酸化コバルト

134 232 ヨ湯飲茶碗� 

凶版13- 3.0 外面。草花文 瀬戸系� 

~ 20世紀伊l 辛 

1 9c 後半~ 20世紀月リ半C443311I版版版 4-11 5.01 4.61 2.8外面 草化文/酸化コパノレ ト 瀬戸系I直岡図l
器 湯飲茶碗� 4.7 1 (7.4)1 3.2外山 中華風人物文/印盤 瀬戸系� 19c 後半 ~ 20世紀円lj半

器 湯飲茶碗� 4.61 (66) 外市 草花火/酸化コバノレ 卜 瀬戸系� 1 19 c 後半 ~20t世紀 IJII半

図版13-4-15 磁器� |湯飲茶碗� 4.3 (66) 外面 松文、 鳥文/殴化コパノレト 瀬戸系� 19c 後半 ~20世紀目 lj 辛

関版13-4-16 磁器 湯飲茶碗� 4.4 外面 文字文/酸化コ バノレ ト 瀬戸系 '1世紀日~20後半19c 半

図版13-4-17 6結器 湯飲茶碗� 4.4 外面 草花文/印半lj 瀬戸系� 19c後半 ~20世紀円 !j半

図版13-4-18 磁器 湯飲茶碗� (3.3) 1 -1 2.8外[白l文字文/酸化コバルト 瀬戸系� 19c 後半 ~20世紀前半

図版13-4-19 磁器� |湯飲茶碗� 4.31 外面 竹文/酸化コバノレ卜� i 瀬戸系� 19c 後半 ~ 20世紀前半

図版13-4-20 縦器 湯飲茶碗� 4.5 -1 (3.4)外面草花文/赤絵付 瀬戸系� 19c 後半 ~20世紀円 ' 1 半

図版13-4-21 磁器湯飲茶碗�  50 1 (6 6) ー 外面風景文 肥前系� 19c中頃

図版13-4-22 磁器 湯飲茶碗� 5.01 (6.8) 外面車花文、 寿文:/酸化コハノレト 肥伊l系� 1 9c 後半 ~20世紀月 Ij半 |

関版13-4-23 磁器 湯飲茶碗� 4.7 70 1 3.2外面 一重圏線 肥前系� 19c 後半 ~20世紀月 1I半

関版13-4-24 磁器 湯飲舟碗� (35) 1 (6.4) 外面・蝶火; 肥HIl系� 19c 後半 ~ 2 0世紀目 '1半

図版13-4-25 磁器湯飲茶碗�  (2 3) (2.6)内面赤絵付か 肥円ij系� 19c 

図版14-26 磁器 小皿� 1191 (11.0) 内面草花文、角福文/般化コバノレト 瀬戸系� 19c後半-20世紀H1)'14 |

図版14-27 磁器 小皿� 2.1 1 (1 1.0) ー 内山 草花文、亀文/酸化コハノレ 卜 瀬戸系� 19c 後半 ~20世紀目 ' 1 半

図版14-28 磁器 輸花凪� (2 1) 一 内面草花文/酸化コバルト 肥前系� 19 c 後半 ~ 20世紀引半

図版14-29 磁器 古一磁小皿1 1 2.1 |ーっロ� ;内面草花文 瀬戸系� 19c 後半 ~20世紀伊l半
図版14-30 陶器 小皿� 2.6 内面植物文/外面 松葉文 肥削系� 1 19c刷半

図版14-31 磁22 輪花大皿� (3.0) 内面芙蓉手/32と同一個体 肥目IJ 「十� 19c削半

関版14-32

図版14-33

餓器 輸花大皿

磁器大皿一一トー

内面ー芙蓉手/31と同一個体

内面植物文/色絵つ/被熱

肥円'1系� 

肥前系� 

19c前￥

19c 」
図版1434 陶器皿 内面:花文、洋風桧 |瀬戸系 つ つ

図版14-35 磁22 皿� (1.7) ー� (8.0)内面 花文/酸化コ バルト 瀬戸系� 1 9c 後半 ~20 世紀前半

図版14-36 磁器皿 内面 松竹梅文/際化コパノレ 卜/スタンプ '1肥円 系 つ� 

l図版14-37 陶器 鉢か皿� (23) ー� (6.8)高台の両さ� 1 4明 唐津菜、 つ

図版14-38 陶器 馬 目皿l ← 鉄絵 瀬戸系� 19c目lJ半

関版14-39 陶器小山�  1.4 1 -1 -140・41に類似 つ� 19c中頃

関版14-40 陶器 小皿� 1.6 1 8.41 3.4灯明具に使用/タ ピン痕あり /伏紬付着/ノレ ? 19c中頃

図版14-41 陶器 小皿� 1.6， (8.4)1 30 139・40に類似 つ� 19c中頃

図版14-43
図版14-42

磁器
磁器

飯茶碗� 
飯茶碗� 

(4.7) 1 (1 1.5)
58 1 (1 1.5) 

内面
ー 内面

口縁部文様/外面 植物文/印版
口縁部文様/外面。草花文/上手� ? 旦1199坐後後杢半半三旦22001世世1包紀紀戸前前主斗半と|」l 

図版山 磁器� |飯茶碗 川� (11.5)| | 様/外国 巴 文、丸に矢羽根/印版� ( 「?十

(単位 。U
第16表� 5号溝跡出土遺物一覧(1)� 
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第� 3章 検 出 された遺構と遺物

( )は現存値及び推定値

法 量
挿図番号 種別 器穏

器局 日j韮 底径
製作の特徴 産地推定

図版14-45 磁器 飯茶碗� (54) 4.6 外面 草花文/内面に寿文の見込みあり ワ� 19c 後半~20世紀

飯茶碗 一� j (3.i) .

中頃19cつ外面菊花文/叩版内面白縁部文様/).5(4茶碗磁器14-49図版� 

'1目19c

磁器 1 

半j世紀即~20後半19c瀬戸系ー お嫡問/薄手'1空手l泊磁器14-59図版� 

つ14-46 (3.9) 2)圏版 飯茶碗� 19c 後半~20世紀磁器 (11. 内面口縁部文様/外面桜文/印版

14-47図版 磁器 外面鮪唐草文/ 手 肥前系� 19c 月 Tc ~ 

1448 (3.01 19c図版 磁器 飯茶碗 一 内面:口縁音� 文様/外面植物文 肥附 系 半jjijs j-

つ14-50 (551 19c磁器 外面植物文/上手 中頃図版
|茶広碗東碗� 

14-51 (6.31 (5.51 19c中頃図版 磁器 外面 植物文/内面に寿文の見込みあり 肥 ~'1系 
ワ1452 19c -204.5 内面・青海波文、家紋/外面 梅文/酸化コパノレ卜図版 磁器 鉢 後半 世紀別半� |-

---=J 19c角鉢 一 内血竹文、終子目文/外面松竹梅文 肥削系 前半三と� L1454図版 一 磁器」� 
|14 53 55 19c図版 磁器 ・ と同一個体/被熱 肥円リ系 前半|角鉢� 

L -153 54 19c・ と同一個体 前半肥~'J系角鉢1455図版 一堕磁器
一 言 十 一 ぞ1456図版 くらわんか凹 一内 箇植物文/外出符草文 肥円Ij系悲 l 半-

(30)14-57 19c図版 磁器 外出槌物i( ' 前半1肥円 系室� 

14-58 19c(1231|図版 外面 松竹梅文/酸化コパノレ卜' 瀬戸系� 後半~20世紀前半酒徳平� 

!i 114-60 18c神酒� 空耳1/外面梅花文 肥古 系図版 後半ij
磁磁器器 f 1手利14-61図版� 肥 ~'1系外面鮪唐草文 半� 

l -163 64 19c414-62 磁器� 1361 ・ と同一個体 ' 前半1.図版� 

14-63 62 64図版 磁器 酒徳利� ・ と同一個体� M'1巴A 系� |19c月リ主
' 1 /62 63神酒徳平1/外面鱗唐草文� ・ と 同 個 体酒徳干� 

(30) 18c14-65 瀬戸 後半図版 陶器� 

'I 
ワf14-67 信楽系図版� 1

1468 'Ii図版 磁器 角肝銘あり1801!I.!手-
1J瀬ド 」 一 一� -1114-69 、瓶� 4.88.2図版 鉄粕

陶陶器器� 
14-70 瀬戸図版 大瓶 鉄手由

?14-71図版 陶器 大瓶 鉄袖 瀬戸� 

15-73 19c図版 陶器 {邑楽系土瓶 鉄平由� 

ワ15-80 瀬戸図版 陶器 内外面灰紬笠原鉢

'1円19c
'酒苦徳

J系1肥月� '1酒徳手� 

半 一 」� 
'1月19c瀬戸系I磁器14-64図版� 

黄瀬戸'1徳未� 

図版14-66 f若手� (56) ←一部灰粕 瀬戸 ワ

ト22 車手' 一部灰紬

9c前半

‘〉酸化コバノレ卜瓶?室 ・磁器14-72図版|

図版15-74 陶器 土瓶� 75・76同一個体か お楽系 ワ


図版15-75 陶器 土井E 一� 74・76同個体か� | 伯楽系 つ
 
‘〉と同一個体か75・3 1801 742.土瓶陶器15-76図版1

図版15-77 陶器 土瓶� (29) ←外面。文様 益子?� ? 

~図1訂版帆1 55 78 陶器� 壷� (271 一 灰粕 伯楽系 つ

79 陶器 土鍋蓋� 11.31 鉄粕 信楽系 つ

図版15-81 陶器 鉢� 1521 灰柏 瀬戸 ワ

図版15-82 陶器 鉢 灰紬 瀬戸 ワ

8-8L
陶器 鉢 一 内外面灰紬 瀬戸� ! つ

直圏監版11日4 
陶器 急須 一外面波文/朱泥ワ 常滑系ワ� | ? 

図版15-85 依器� (501 一外商 草文、蛍、唐草文 ワ ワ

ほl版15-86 磁器 急5員� 15.01 
トー

外商文字 ワ つ
頁5.，:2

jJr寸時期前�  

?つ文字目/外面把注手5117.急須|磁器15-87図版� 

図版15-88 日話器 急i亘� /89と問個体 ワ つ 」

図版15-89 磁器 急2頁 杷手/桜の花弁の透か し彫りあり� /88と同一個体 つ

図版15-90 磁器 急5頁� (381 1.8 一 把手/瑠璃紬 つ 「 一 τ

図版15-91 陶器 急漬� -11主口/灰柑 ワ つ


図版15-92 陶器� |油差し� (851 灰紬 瀬戸系� ? 


ワ� ‘〉おろし皿陶器15-93図版� 

磁器 レンゲ� 
一一一一一ーー一一一鉄内柑面文様 ワ ワ

図図版版115594I
95 陶器 レンゲ 弓T評7

」= 内面草花文/洋風絵/34とセ� y ト物か ワ ワ叶叶示� 
図版15-96 陶器 播鉢 内面に11本単位のハケ 目 つ ワ


図版15-97 陶器 揺鉢 口縁部/内印にハケ目 ワ� ? 


陶器� f雷鉢 底部/内面に棒状にハケ目 16cカ五つ
図版15-98 陶器 揺鉢 (3.51 底部/内面にハケ白 ワ ワ

図版15-99 。
図版15-100 土器 瓦灯� (2.81 (701 一 土師質/透明軸 ワ

地系在在
図版15-101 士器 つ 外面に文様 地系 ワ


図版15-102 ヰ器 風炉� (501 口縁部/黒色 在地系 ワ
.

図版15-103 土器 風炉 1451 口縁部/黒色
在地系孟←iー

ワ

凶版15-104 121. 黒色 在地手熔り 01胸台部/ ワ

」
土器 (441 

士器 手熔り 黒色/外面叩き目痕あ り 在地系
閣| -110081155図版版� 6 

土器� ta炉� (2.1) 下敷き/穿孔 ワ つ
方、フス製品 フノ 7。 頭部/透明 ワ� ? 

己|

971-図図図版版版111555110008

ガ三ラさス製品
不明 径14cmの円形に加上/厚さ0.2cm ワ つ

図版15-110 製品 制� (371 3.7 透明 〔薄い青緑色〕 つ� ? 一一「

図版15-111 ガラス製品 ノト瓶 (34) 透明 (薄い青緑色) ワ ワ

図版15-112 ガフス製品ノi、瓶 オーτ つ ワ(531 可孟明(緑色)

〔単位� cm) 

第16表� 5号溝跡出土造物ー覧(2) 
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第 4節遺構外出土遺物

第 4節遺構外出土遺物

ここでは、表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺

物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱うことにする O

今回、遺構外出土遺物としては、 縄文時代の石器 ・土器(早 ・前・ 中 ・後・ 晩期)、古墳時代前期の

遺物(土器・ガラス小玉)に分類できる O

縄文時代の石器 (第31図 1 ~ 7、第17表) 

1・2は剥片、 3は両極まり片、 4は磨製石斧、 5は打製石斧、 6 • 7は石皿の小片と思われる O 石材

は lがチャー卜、 2・3が黒曜石、 4が緑色岩、 5がホルンフェルス、 6 • 7が片岩である O

縄文時代の土器(第31・32図 8 ~42、第18表)

縄文遺物包含層は、ごく緩い傾斜の下側にあたる調査区西側に僅かに残り、東側は削平されていた。

そのため出土遺物も調査区西側から多 く出土しているが、多 くは後世の遺構からの出土であった。 

8~11が早期末葉の条痕文系土器である O 

12~23は前期の土器で、 12は前葉の花積下層式土器、 13 ・ 14 は中葉の関山式土器、 15~23は後葉の諸

磯式土器である。 

24~34は中期の土器で、 27~29は前葉の五領ヶ台式土器、 30は中葉の阿王台式土器、 31 は後葉の曽利

式土器、 32~34は後葉の加曽手UE 式土器である o 24~26は型式不明の土器である O 

35~37は後期前葉の土器で、 35 ・ 36 は称名寺式土器、 37は堀之内式土器である。 

38~42は晩期後葉の安行 3 C式土器である O

古墳時代前期の遺物(第32図43~50) 

43~49は土器で、 43 は壷形土器、 44は士甘形土器、 45~49は聾形土器である O 

43は口縁部破片で、不鮮明であるが内由には赤彩が施されてい る O 胎士の色調は暗黄褐色を呈し、胎

土には黄褐色粒子 ・砂粒・小石を僅かに含む。内面はハケ日調整へラ磨き調整、外面はハケ目調整後横

ナデが施される O 

44は胴部破片で、内外面赤彩が施される O 色調は全体に赤褐色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。

内外面ハケ目調整が施される O 

45は 「く」の字口縁を呈する口縁部破片で、色調は黒褐色を呈 し、胎土には黄褐色粒子・砂粒を僅か

に含む。内外由はハケ日調整が施されるが、口縁部はその後横ナデが施される。 46は頚部から胴部上半

にかけての破片で、色調は暗茶褐色を呈し、胎土には黄褐色粒子 ・櫨色粒子を含む。内外面ハケ目調整

が施される o 47は胴部破片で、色調は黒褐色を基調とし、胎士には砂粒を僅かに含む。内面へラ磨き調

整、外面はハケ日調整後粗いへラ磨き調整が施される o 48・49は台付査の脚台部で、 48は現器高 6.5cm・

底径9.9cm。色調は淡茶褐色を呈し、 胎土には砂粒 ・小石(最大 6mm)を僅かに含む。内面はハケナデ、

外面は細かいへラ磨き調整後ナデが施される o 49は小破片で、色調は黒褐色を基調と し、 胎土には砂粒 ・

小石を多く含む。内外面ハケ目調整が施される O 

50はガラス小玉で 1ある O 径0.6cm・高さ O.4cm・穿孔径 0.2cm・重さ 0.2g 0 色調はアクワ ・フールー (淡

青色)を呈する。 
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第� 3章 検出 された遺構と遺物

挿図番号 器積 石材 滋存状態 長さ 綴 隠さ 重f量� tt.土位置


第31図� l まIJ片 チャー卜 打面部分欠 


量1 黒曜石 
)片 上消欠 
  

I均極剥片 黒曜石 下端欠 


磨製石斧 緑色岩 刃部欠 


tr-コ
「

第17表遺構外出土の石器一覧� 

1曹関番号 |部位 文様 ・特徴なと 備考 
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第� 4章調査のまとめ

本書は、平成15年度に発掘調査を実施した新邸遺跡第� 8地点の発掘調査報告書である� 市内におけるO

遺跡別に見た調査件数では、西原大塚遺跡、が140地点を越える中、 新邸遺跡は現在においても第� 9地点

であることは、開発状況としてもかなり少ないと言える� 発掘調査としては、昭和63 (1988)年の第� 3O

地点以来の実施となった。

ここでは、今回の発掘調査で得られた貴重な資料について、調査のまとめを行うことにする。

第� 1節 古墳時代前期の遺構・遺物について� 

( 1 )遺構について 

1.住居構造の特徴(第19表)

今回の調査では、古墳時代前期の住居跡が� 8軒(2~ 8・10日)検出されている。 ここでは、住居跡

の基本構造について考えてみることにする。そこで第四表を参照し、当市の一般的な弥生時代後期の住

居跡とその構造を比較することにしたL、。

まず、平面形については、� 2Hが隅丸方形で円形に近いプランをもつが、その他はかなり直線的な方

形プランである� 規模については、� 8日が今回の中で最大住居で� 5m台、� 3Hが� 4m台、� 4・6Hが� 3O

m台、� 5 • 7日は� 2m台の最小住居で=あった。

壁溝は、� 4Hのみで確認できたが、全周せずに南コ ーナーは途切れている状況であ った。

炉跡をもっ住居跡としては、粘土板炉が� 2Hの� 1軒、地床炉が� 4 ~ 6・8Hの4軒で、� 3・10日は調

査区外にある可能性もあるが、� 7Hについては確認できなかった。粘土板炉については、 当市では弥生

時代で最古段階に位置付けられる因子山遺跡第� 31地点21号住居跡(尾形� 1998)が粘土板炉であること

から、現時点では古い様相の特徴と考えたい。また、炉跡の位置であるが、当市では� 2Hのように住居

遺構名 平面形� 
規模

墜溝
炉 跡 祭壇状 貯蔵穴 人口梯子穴

主柱穴 備 考(m) 形態 位賞 遺 構 有無 凸堤 位 鼠 有無 !位置

長軸上中央や
粘土板炉目� IJに地床炉と� 

2H 隅丸方形� 5.40x5.16 無 粘土板炉 つ 有 入口打 有 長軸上 無 して使用されていた可
や北東寄り

能性あり� 

3H 方形つ 不明� x4.94 無 無 南側は調査区外� 

4H 方形� 3.28 x 3.20 有 地床炉� :lLコーナ 無 有 | 無 西コ ーナ ー 無 無

床硬化面のみの検出で� 

5H 方形 不明 無 地床炉 北東コ ナ 無 無 不明 無
あるため、規模は不明
としたが、検出規模は� 
2.90 x 2.80m 

6H 方形� 3.94x3.48 無 地床炉
短軸上北東壁

無 有 無 東コーナ 不明 無
三千り� 

8Hを切る/竪穴の熔� 
7H 方形� 2.70 x 2.52 無 無 無 無 無 無 り込みのみで付設施設

は確認できなか った� 

8H 方形� 5.14 x4.80 無 地床炉 南東壁寄り 無 有 無� 
A南西コ ナ

無 無� 
7Hに切られる/今回� 

B北東コ ナ の調査で最大規模� 

10H I !大部分が調査町 詳無� 
細不明

第19表古墳時代前期の住居跡の特徴� 
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第 4章調査のまとめ

長軸上やや中央から北側に寄 って位置するのが一般的なため、北コーナーや北東コーナーに位置する今

回の炉跡は特異なものと言える O

祭壇状遺構と考えられている赤色砂利層の範囲については、通常では入口梯子穴のすぐ右側で検出さ

れるが、今回はすべての住居跡で確認できなかったことは特筆すべきであろう O

貯蔵穴は 4・6・8Hで存在するが、 5・7Hでは確実に存在しなかった。また存在するものでも通

常は入口梯子穴のすぐ右側に位置し、その周囲に凸堤がまわるものであるが、 4Hが西コーナ一、 6H

は東コ ナ一、 8Hは 2つ存在し、 Aが南西コ←ナー、 Bが北東コーナーというように安定していない

と言える。 2Hについては貯蔵穴が未確認であるが、北側で凸堤が確認できることから、その内側に貯

蔵穴が存在するものと考えられる。

入口梯子穴についても長軸との北壁近く の存在するのが通常であるが、 2Hで確認できるのみであり、

主柱穴についてもすべての住居跡で確認できなかった。

以上のように、今回検出された古墳時代前期の住居跡は、 2日を除き、当市の弥生時代後期の住居跡

に通常備わっているはずの付随施設の多くが欠落している状況であった。こうした状況については、以

前、西原大塚遺跡第65地点(尾形・深井・青木 2004)の報告中、 372Yと373Yの比較で触れたことが

あるが、弥生時代後期からの伝統的な住居構造の解体が窺え、特に祭壇状遺構の欠落は祭杷儀礼にも重

大な変化があったことが指摘できょう O 

2. 1号方形周溝墓について

今回検出された 1号方形周溝墓は、本文中でも説明したが、方台部から検出された柱穴を本遺構に伴

うものと判断した。そこで、本例が通常の方形周溝墓と違った機能を持つ遺構で、あるとしたら、どうい

う遺構の可能性があるか簡単に触れることにする。

④周溝を有する建物跡(及川 1998、飯島 1998、福田 1999) 

これは、従来から「墓」と考えられてきた遺構が、大部分は住居跡であるという、方形周溝墓の機能

そのものを根本的に覆すものとなった。中でも、福田 聖氏は、埼玉県内の低地の周溝遺構について、

「墓」であるのか「建物」であるのか両者を見分けるための検証を継続的に実施している O この見分け

は、地道な作業であるが、遺跡の性格まで変えてしまうという重要な検証であるため、今後の研究に大

いに役立つものであろう O

②古代神社遺構(井上 2000・2001)

井上尚明氏の研究による「小型の区画施設によって囲撰された、単数あるいは少数の掘立柱建物は、

実用的な生活空間か ら分離された祭杷に関わる空間」とした「古代神社遺構」である。

この神社遺構については類例化されているので、簡単に説明することにする O

タイプ  1 0建物の周囲に柱穴列が巡り、その外側に 2重を基本とした区画施設が囲緯する。 

0区画施設の規模は、鳥羽遺跡、では 50m、武蔵国府関連遺跡では約30mで、あるが、内側

の区画に注目すると、 12m・15mと大きな差はないという O

タイプ  2 01 x 1聞の建物の周囲に柱穴列が巡り、その外側に区画施設が囲緯する。 

、。Lと共に建物の周囲の柱穴列は建物の一部ではなく、柵列の可能性が高lタイプO

以と、①の 「周溝を有する建物跡」の事例では、低地での検出を前提としてい るため、台地上で検出 
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された l号方形周溝墓とは、立地条件に決定的な違いがあると言える(註1)。これについては、現時

点では遺構プランだけで判断するのは非常に難しく、 さらに柱穴が伴うという判断においても方形周溝

墓と若干時期の異なる掘立柱建築遺構が、同じ位置に存在していた可能性もあることから、今後の検出

例の増加を待って検討する必要があるであろう O

そして、②の井上氏による 「古代神社遺構 |の類型化した分類では、 l号方形周溝墓は、遺構フ。 ラン

だけで判断した場合、タイプ 2に帰属することも可能であると言うことである O

いずれにせよ、今同検出された 1号方形周溝墓の性格について、ここで判断するのは難しく、さらに

現時点で判断することは避けるべきであると考えられるため、今後の課題とすることにした L、。

最後に、 1号方形周溝墓を調査した所見として、以下の点で通常の方形周溝墓とは違和感があ った遺

構であるという印象を付け加えてまと めとした L、。

①通常の方形周溝墓の周溝は、多少なり下幅は上幅より狭くなり、	 IVJ字に近い断面形を呈してい

るという イメージであるが、 1号方形周溝墓の周溝の壁はほぼ垂直に立ち仁がっている。

②周溝の覆士全体にローム粒子・ローム小ブロックを多 く含んでいるが、セクション 8-8'及び D 

D' 付近の上層のローム小ブロック・ブロックは、カリカリ感があり、被熱ロームであると思われ

た。

③方台部からは 6本ほどの住穴が配置良く検出された。これらの柱穴のうち、 P1 ~ 5は 2本の重複

形態をもち、住居跡あるいは掘立柱建築遺構であるならば、建替えが行われた可能性があったと判

断できる資料である O これらの柱穴の覆士は図示できなかったが、確実に中・近世以降の覆ートとは

異なり、さらに縄文時代の暗茶褐色士の覆土とは違い、今回検出された古墳時代前期の住居跡及び 

l号方形周溝墓の覆土に類似するのものであ った。 

( 2 )遺物について

今回の調査で出土した古墳時代前期の士器については、決して絶対量としては多くはなかったが、全

体の器種構成としては、市・ 器台・高杯・壷・聾形土器(以下、「形土器 lを省略)に分類できる O

以下、廻聞編年(大塚 1990・1994)を参考に住居跡と方形周溝墓から出土した土器を見てみること

にする。なお、 5Hについては遺物が少ないため省略する O

1.住居跡出土土器 

2H出土土器(第 10図)

器台あるいは高杯(1)・壷 (2 ~ 6)・聾(7~10) で構成さ れ る。 1 は脚台部でやや不鮮明である

が外面は赤彩されている o Iハ」字状を呈し、裾部が大きく広がる器形は高部に多く、姐間編年の高杯 

C類の 7期(旧式期 2段階)以降の特徴である。壷は 2が幅の狭い複合口縁を呈し、 4は口縁部内面に

文様が施文される。 5は外面に赤彩が施される広口壷であろうか。聾は 7が 「く」字状口縁を呈 し、 口

唇部に刻みをもっていな L、。 

3H出土土器(第 11図)

柑(1)・壷(2 ) ・窪 (3~ 6)で構成される o 1のt甘は小型柑で、全面赤彩され、へラ磨き調整

が施さ れるが、全体に粗 L、作りである O 警は 2・3共に「 く」字状口縁を呈し、口唇部に刻みをもたな

いタイプである。特に 3は口縁部はハケ目調整ではなく、横ナデであることに注目される o 6はS字警

の脚台部である O 
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4H出土土器(第13凶)

士甘(1~ 3)・聾(4~12) で構成される O 柑はすべて小型精製土器で、 l は小型式L底土器である。

小型丸底土器の出現は、廻聞編年では皿式期 3段階以降である。警はすべて 「く」字状口縁を呈し、口

唇部に刻みをもたないタイプである。 5はハケ目調整が細かく、外面白縁部には横万向に施されている。 

6H出土土器(第15図) 

I甘 ( 1・2)・壷(3)・歪 (4・5)で構成される。柑は小型地で、 1は厚手でやや粗雑な作りであ

るo 5の聾は S字聾であるが、全体に厚手で、肩部には縦方向のハケ目調整が施されており、横ハケは

施されていない。 

7 H出土土器(第16図)

壷C1~4)・聾 (5 ~ 8)で構成される O 査は 2が複合口縁を呈し、 3は肩部に断面三角形の凸帯

まわる O 聾は 5が 「く」字状口縁を呈し、口唇部の刻みをもたないタイプである O 

8H出土土器(第18凶)

器台(1)・高杯(2・7)・地(3)・壷(5・6) ・霊(4・8)で構成される。 1の器台は脚台

部が基部が柱状ではなく、全体に「ハ」字状を呈する。この器形は、高杯の脚台部も同様に廻間 H式期 

3段階から出現し、皿式期 2段階以降には主体となっている o 2は有段高杯で、杯部が浅身タイプもや

はり盟式期 2段階以降に顕著になる特徴と言える。 3の口頭部が短く大きく聞くタイプの大型地は、皿

式期 4段階の標識遺跡となる名古屋市若葉通遺跡 SB02出土の壷 Dの中型壷に器形が類似している o 4 

の土器は、全面赤彩が施されているが、器形と調整技法から査として考えた。 

2. 1号方形周溝墓出土土器(第23図)

器台(1)・壷(2 ) • t甘(3)・聾 (4 ~ 9)で構成される。ほと んど、が小破片で、あるが、 1の器台

の脚台部は 8Hの器台同様に廻間 E式期 3段階から出現し、皿式期 2段階以降には主体となる土器であ

るo 2の壷は全面ハケ目調整が施される複合口縁を呈 し、聾は U唇部に刻みをもつもの(5)と刻みを

もたないもの(4・6)が存在する O

以上、今回検出された住居跡と方形周溝墓からは、 I甘・器台等の小型製品が出土しており、小型精製

土器についても 4Hと 1号万形周溝墓では確実に共伴している O さら に 4Hでは小型丸底土器、 8Hで

は杯部の浅身の有段高坪や口頭部が短く大きく聞くタイプの大型地は、 E式期 3・4段階以降の特徴と

する土器として把握できる。さらに、査に見られる口唇部の刻みの有無や口縁部の横ナデあるいは粗い

ハケ目調整の出現といった細かい特徴なと、からも細分は可能であると言えるが、ここでは、すべての住

居跡出土の警が「く」字状口縁を基本形とすることから、時期としては、大まかに古墳時代前期の範鴎

の中で捉えることは可能と考えられる。

赤塚次郎氏による廻聞編年は、「欠山式土器古相以外をもって廻間式土器様式を設定し東海地域最古

の土師器J(大塚 1990) としていることからち、廻間編年皿式期 3・4段階を主体とする特徴をもっ

今回の資料は、前期でも中葉以降に位置つ、けられる可能性がある。 
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第 2節 古墳時代後期の 9号住居跡について 

( 1 )住居跡の基本構造

今回の調査では、古墳時代後期の住居跡が 1軒(9 H)検出されている。ここでは、住居跡の基本構

造についてを考えてみることにする。

まず、平面形は、およそ東西に長軸方向をもっ長方形を呈する。規模については、 3.38x2.94mで、あ

ることから、古墳時代中・後期では市内最小住居となった。これまでの市内の小型住居は、城山遺跡第 

1地点(佐々木・尾形 1988)の48H (3.28 x 3.22m)、58H (3.76X3.42m)、21H (4.02X3.38m)が

その部類に属するが、今回の 9Hはこれらの規模を下回る結果となった。このことから、現時点におけ

る 3m台の小型住居については、古墳時代中・後期全体で見た中では、 7世紀中~後葉の時期に限定で

きるものと考えられる。

主柱穴については、住居中央の深さ 55cmの l本が伴うものと判断した。 1本柱の住居跡の類例として、

市内でもその例は浮かばなかったが、城山遺跡第 l地点を改めて見てみると、 21・58Hの住居中央に後

世のピットとされる l本のピットが存在している。これについては、今後の良好な資料の増加を待って

検討してみたいが、小型住居に関しては、無柱穴住居のものが多く存在することでもあり、 l本柱の住

居跡が存在する可能性があるであろう O

力マドについては、南西壁の中央よりやや南に位置している O 上層部がやや撹乱により破壊されてい

るが、比較的に遺存状態は良好と言える。袖部はロームを馬蹄形状に掘り残すタイプで、これは 6世紀

以降、市内では一般的な構造のものである。粘土はローム両袖部上から天井部にも被覆させていること

が確認でき、「煙道付きへっつい型竃J(田中 1993)ではないことが判断できた。燃焼部の位置は、壁

から燃焼部の中心まで、の距離が約45cmであり、これは中野遺跡第25地点(尾形・深井 2001)の調査で、 

6世紀前葉の 18号住居跡が約80cmであるので、かなり外側に移行している傾向にある O 煙道部に相当す

る壁への掘り込みは30cmであるが、市内では、壁への掘り込みが20cm未満の未発達なものが一般的なこ

、。Lとから、やや掘り込みが深いと言えるかもしれな 

貯蔵穴については、南コーナーに位置し、 70X 50cmの隅丸長方形のものである。位置はカマドの左横

に存在し、長軸の向きはカマドを主軸方位とした場合、主軸方位に併行している。この状況は、 市内の

中野・中道・城山遺跡の一般的な住居跡では、貯蔵穴はカマドの右横に位置し、長軸方位がカマ ドに向

かつて直交するため、やや様相が異なると言える。おそらく、小型住居でカマド左横のコーナー スペー

スが狭いため、機能的にある程度の大きさの貯蔵穴を必要し、さらにスペースを広くしたい場合は、必

然的に縦長にすることで対処したのであろう。

以上、 9Hは市内では最小住居であり、住居内に付随する施設にやや特異な様相が見られた。これに

ついては、本住居跡が 7世紀中葉という古墳時代から律令時代の過渡期という時期に相当することを考

えると、どうやら古墳時代的な様相を示す集落の解体が根底にあったのではなし、かと想像される。 

( 2 )出土土器の様相について

出土土器については、すべて土師器で、器種としては、主不・警に分類される(第21図 1 ~ 9)。全体  
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の土器のイメージとしては、作りが粗雑のもので、口縁部は真円にはならない歪んだ器形を呈するもの

である O

まず、郎は 3点c1~ 3)出土している O いずれも作りは粗雑で、器面全体が煤けていることから黒

色土器の可能性がある o 1~ 3は口径13cIIl前後をもち、小型化の傾向は顕著ではな L、。そのため、 7世

紀後葉までは下らないものと理解できる。

査は台付聾 l点(4)と長窪 5点 (5 ~ 9)の 6点、出土している。特にこの時期での台付霊は珍しい

であろう O 長聾では最大径の位置に注目すると、 5は口縁部と胴部中位のほぼ同位置に、 6は口縁部と

胴部上半のほぼ同位置にそれぞれ最大径をもっている O 基本的には 6のタイフOの方が僅かに新しい様相

と考えられる O やはり、口縁部に最大径をもっタイプが顕著ではないため、 7世紀後葉までは下らない

ものと理解できる。

以上、 9H出土土器については、すべて在地系土師器(尾形 2005・尾形 2006)の土器で構成され、

坪・聾の特徴は、 7世紀中葉に比定できるであろう。 

( 3 )ベンガラについて 

9Hから検出した赤色塊は、付編での分析でも掲載しているが、ベンガラであることが判明した。出

土状態は、東コーナー付近南東壁際の白色粘土が検出された西側の床面ヒからで、直径14cIIl程の範囲に

広がっていた。推測にすぎないが、何かの容器、例えば木製の椀に入ってたものが容器だけが腐ってベ

ンガラのみの+食出になったものと思われる。

志木市におけるベンガラの出土例としては、城山遺跡、第 1地点(佐々木・尾形 1988)の古墳時代後

期(6世紀中葉)の22H-3の土器内に見られた赤色塊があげられる O 報告書中では、特に触れられて

いなかったが、内面が真っ赤に染まっていることから、この土器は単なる塗彩ではなく、赤色塗料の容

器ではなし、かと考えられる O

埼玉県桶川市西 I遺跡(今井 1990)の古墳時代前期の 2号住居跡からは、床面に 2基の小ビットを

掘り、その中にはいずれも台付査の脚台部を逆さにした中にベンガラを入れ、その後査の胴部破片を蓋

にした貯蔵容器が検出されている。

こうした赤色塗料は、当地域では直接的な土器作りのための使用とは考えられないため、今後は何に

使則したものか用途の追究が要求されよう。

第 3節野火止用水跡について  

( 1 )野火止用水の流路について

今回検出された 5・6Mについては、報告中では溝跡として取り扱ったが、以下の内容から野火止用

水町、と考えられる O

第33図は「郷土の地名J(志木市 1988)から一部抜粋した柏町地区の概要図である。これによると、

本地点の東側に隣接する道路は南方向へ直線的に延びる道に相当し、この道は「稲荷道」と呼ばれてい

る。そのルートは、大塚干手堂から小名「大門」を通り、そこで今は東武東ヒ線に寸断されているが、

元々はそのまま南西方向に延び、 300m程(資料  lでは 3町)で現在の幸町 4丁目の小字「稲荷山」付  
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第33図志木市柏町地区の概要図  
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近の県道川越・新座線(通称「防衛道路J)へと通じ、その後新座市北野付近へ延びている(註� 2)。

野火止用水は、 幸町� 4丁目以北では、ちょうどこの「稲荷道」と同じ流路をもっていることから、本

調査区の東側に隣接する道路が 「稲荷道」に相当することで、� 5Mが野火止用水に相当することが白然

に理解できるであろう 。さらに� 6Mについても小名 「千手前」から左折し、小名「千手脇」へ流れる野

火止用水として一連の遺構として把握される。

しかし、ここで疑問であるが、調査区北東隅を見ると、� 5Mは6Mへ屈曲するのではなく、さらに北

方向に走行していることである O これは、前述した小名「千手前」から左折し、小名 「千手脇」へ流れ

る野火止用水は、さらに� 5Mの延長部の北側に存在し、今回の� 6Mは 『郷土の地名」には掲載されてい

ない別の遺構であると判断するしかない。その場合、調査区西側が東側より標高が低くなるため、� 6M

から� 5Mへ流れ込むことは考えられないので、排水目的の施設ではないと言える。

現時点では、� 5Mよりも幅員の小さい� 6Mは野火止用水として、『郷土の地名』等の記録にも残らな

いほどの小規模な支流跡として理解できるものである O 

(2) 5・6Mの構造上の特徴について� 

5Mについては、溝底近くから砂醸層が検出され、溝底面からはいわゆる“水付き"と呼ばれる赤く

酸化した面(鋳着面)が広く観察できたことに注目される。さらに、セクション� D-D'の断面形が箱

薬研形に削られていることから、この遺構は人為的に構築された水路跡と考えられる。� 

6Mについては、� 5Mのように砂利層などの覆十ムは観察できなかったが、南上端に沿って幅� 20cm程の

灰白色粘土層が堆積していることが確認できた。この粘土層についてどう考えるかであるが、これにつ

いては、野火止用水の整備事業の一貫で、実施された新座市の野火止用水本流の発掘調査(斯波� 1989) 

の事例を参照することにする O 第34凶はその報告中に提示された 「野火止用水断面復元模式図」である

が、これによると、断面の両上端には堤防の一部として 「粘土」が使用されていることがわかる� O

つまり、� 6Mで検出された粘土層についてもこの堤防の一部として使用されたものと考えることがで

きるであろう� しかし、� 6Mで両上端での粘土の使用が観察できなかった理由としては、本流から離れO

た小規模な末流であるため、同一構造にならなか ったのではないとかと思われるが、水害防止のために

堤防の斜面に施された腹付(はらづけ)程度のものであ った可能性がある。� 5Mの南端で確認できる粘

土層及び� 23層のように土混じりの粘土層についても同様なことが言えるのではないだろうか。� 

&.3 

1.2 
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第34図 野火止用水断面復元模式図� 0/60) 
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第� 4節 周辺の歴史環境と野火止用水の終罵について

(1)大塚干手堂について� 

ここでは、 5・6Mを野火止用水跡と判断して、第33図と第� 1・2図を参照し、周辺の状況を見てみ

ること にする� そうすると、本地点はその北側に隣接する 「大塚千子堂J(註 3) の参道の西側に位置O

していることがわかる� そのため、今回検出された� 2基の火葬墓� (21・22D)、そして� 5Mから出土しO

た図版15-99の播鉢の破片が16世紀代の時期であることから、大塚千子堂関連の遺構・遺物として把握

できる可能性がある O

大塚千手堂に関連する遺構については、第� l地点から検出されている� (佐々木・尾形 1986)。この� 

調査では、段切状遺構の基礎白から多くの土坑・溝跡・ピ� y 卜群が検出され、 4号土坑からの六文銭の

出土や地下式墳の形態をもっ� 6号土坑が検出されるなど、墓域的な様相を示すものであった。

、。

その他、平成12年度の中道遺跡第53地点から確認された段切状遺構と思われる遺構、平成16年度の中

道遺跡第61・62地点から確認された地表下90cm唱という深い位置からの広い範聞での硬化由についても

実際に大塚千子堂関連の遺構の可能性があるとして文化庁に報告し、盛土保存が適用さ れている� O

それでは大塚千子堂関連の広がりを把握するために、 その関連遺構の分布状況を見てみると、東西方

向では第 l 地点の A~G グリッドの西側から中道遺跡第 53 ・ 61 ・ 62地点まで、の約 100mが範轄として捉

えられる� 南北方向では北側がやや不明であるが、仮に南北方向も東西方向と同値とした場合、� 10，000O

m'c1ha) もの広大な敷地をもっ寺院であることが理解できる O 

これについては、資料� 1を参照しても らいた� L この資料は、 『舘村旧記J(註 4)から抜粋した 「大
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第� 4章調査のまとめ

塚千手堂之事」の記事の一文がある� これによると、大塚千手堂は、「松林山観音寺大受院」と称し、O

「天台宗」に属し、 「七堂大伽藍Jをもち、「極楽浄土かと疑ふ、斯尊霊場」であることが記述されてい

るO つまり当時は、七堂大伽藍をもっ程の敷地の広大さ、そして視覚的にも金銀や錦、璃楢・珊瑚等の

珠玉なと、が日に留まるような絢澗さ、さらに最高の賞賛とも言える 「極楽浄土」かと疑うほどの尊厳の

ある霊場であったというのである。

このことから、前述したように新邸遺跡や隣接する中道遺跡での過去の調査内容を照合すると、とう

やら『舘村旧記』にある大塚千子堂の記事については、信恵性があるものと評価できる段階に来ている

のではないかと考えたい。第33図をもう一度見てみると、この大塚千手堂の東に「観音前」という小名

が残っているが、この地区はおそらく「松林山観音寺大受院」の子前を意味するものであろうことから、

やはり広大な敷地をもっ寺院があった可能性は十分考えられる O

この「松林山観音寺大受院」は、二度の火災に遭遇しており、一度目は元弘・建武の頃� (1331~1336 

年)に焼失し、その後日蓮宗に取り立てられ大乗院と祢す日蓮宗の寺院になり、二度目は永禄� 4 (1561) 

年の柏城没落の際に焼失し、その後は寺の一部である干子堂のみが再建されたという内容である� O 

(2)野火止用水の終需について

今回検出された� 5・6Mから出土した遺物についてであるが、� 5Mからは陶磁器を中心に遺物が多く

出土したが、� 6Mからは遺物が出土しなかった。ここでは、� 5Mから出土した遺物を検討することで、

、。L本地点で検出された野火止用水の機能停止の時期について考えることにした� 

『志木市史J(志木市 1990)によると、野火止用水は、承応� 4 (1655)年に開削工事が実施され、

「野火止新田への生活用水供給を目的に、時の川越城主松平信綱の家臣安松金右衛門を普請奉行として

工事が行われ、わずか40日で竣工した」と説明されている� その後、志木市では 「昭和40年(1965)まO

では、市場通りの中央を用水が通り、銀杏並木があった」と説明され、昭和に入ってからもこの用水は

庶民の生活に密接な関わりがあったと理解できるであろう� O

そこで、本地点の周辺を見てみると、本地点の南側、第33図で 「大門」とある位置には東武東上線が

通っており、 「稲荷道」を切断していることがわかる� つまり、今回の野火止用水跡の機能が停止したO

時期については、真っ先にこの東武東上線の開通が関係していると考えるのが自然であろう� O

東武東上線は、その前身を東上鉄道と呼ばれていた。東上鉄道が開通したのは、池袋駅~田面沢駅間

(現在の川越市駅~霞ヶ関駅聞の中程に位置)で、大� TE3 (1914)年� 5月� 1日である(朝霞市博物館� 

2003)。

おそ らく 、大正� 3年の東上鉄道の開通をも って、この野火止用水は機能を失ったものではないだろう

か。そこで¥5Mから出土した遺物の時期が東上鉄道の開通の時期に照合できるか検討したいと思う O

今回、朝霞市教育委員会の野沢 均氏に資料鑑定を依頼したところ、まず言えることは、問磁器・土

器の年代について� 19世紀後半以降の資料が多く、特に器種としては湯飲茶碗や飯茶碗を主体に 日常品で

あり、宗教関連の資料は極めて少ないということであった。そのため、今回検出された� 5M・6Mは、

生活用水を目的として機能した野火止用水跡の可能性が高いという結論であった。

以上、今回� 5Mから出土した陶磁器・土器は、� 19世紀後半以降という時期設定で� 20世紀前半以前であ

るという設定を条件とするならば、今回の野火止用水が機能を停止した要因は、東上鉄道の開通という

ことができるであろう� 東上鉄道は、後に東武東上線として名称を変え現在に至っているが、こうした� O
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詳

第� 4節 周辺の歴史環境と野火止用水の終罵について

近代化の波が志木市の近世を発展させた舟運の衰退の要因にもなり、庶民の生活様式をも大きく変化さ

せたものであろう� 東上鉄道の開通後は野火止用水は機能を失い、空堀になった用水跡は解体され埋めO

戻さ れることにな ったが、その際に近隣の人達あるいは普請を行った者達によって、不用になっ た食器

類が捨てられたのではなし、かと推測される O

そして新たな生活様式は、それに合った生活用品を誕生させ、生活に深く浸透し、歴史そのものの画

期として象徴されるのであろ う。

[註]

(1)低地で検出される「周溝をもっ建物跡」では、建物跡にとうして周溝を伴うかが重要な問題であろう。これについては、

以前、志木市で 『水害と志木Jl� (志木市教育委員会� 1988)をテーマに「水塚」の文化財調査を実施したが、その中で、

「屋敷の外側に、洪水の際の水流が宅地に激突する勢いを緩和させるための構え堀を設けているJ(47頁)と いう 「構え堀」

の機能に関係するものではなL、かとイメ←ジがつながる。� 

( 2) r郷土の地名』は、志木市の地名に関するすべてが詳細に調査されており 、その中で野火止用水の流路が示されている。柏

町地区については、37頁参照。� 

(3) r志木市の社寺Jl(志木市教育委員会 1985)によると、本尊は干手観世音菩薩(木造)で、創建は鎌倉末期から室町中期

頃と推定されている O 

(4)r舘村旧記』の著者等については、本報告書の11ページ参照。 この資料は、志木市において平成� 8年� 3月25日付けで市指定

文化財に指定されている。種別:有形文化財、種類・古文書・書籍 ・典籍、所在地 柏町� 3丁目3番28号、所有者.宮原
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ト赤色塊の成分分析� 

1.赤色塊の成分分析

藤根久(パレオ・ラボ)� 

1.はじめに


新邸遺跡第� 8地点の調査では、古墳時代後期の� 9号住居跡� (9H)から赤色塊が検出された。


ここでは、赤色塊の材質を検討するために蛍光� X線分析およびX線同折分析を行った。
 

2.試料と方法

試料は、� 9Hの覆土中に含まれる赤色塊(赤色� 10R5/8)であり、最大20rnrn程度の塊が多く含まれ

ていた。赤色塊の分析は、化学組成を調べるために蛍光X線分析を行い、鉱物組成を調べるためにX線

回折分析を行った。なお、赤色塊の一部を水で溶いて光学顕微鏡観察を行った。

蛍光X線分析は、典型的な赤色物についてアクリル板試料台に載せて点分析した。測定は、� X線分析

顕微鏡� u株)堀場製作所製� XGT -5000Typen)を用いた。測定条件は、 X線導管径100μm、電圧50KV、

電流自動設定、測定時間500secである� なお、定量計算は、標準試料を用いない� FP法(ファンダメンO

タルパラメータ法)で半定量分析を行った。� 

X線回折分析は、� 6111111程度をメノウ乳鉢で粉末化し、スライドグラス上に展開・乾同した。測定は、

(株)リガク製デスクトップX線回折装置� MiniFlexで行った。測定条件は、電圧� 30kV、電流15mA、Cu-

X線管、走査範囲� 6~100。、計数時間 1.0sec、ステップ幅0.02。の連続測定を行った。 鉱物の同定は、付

属の定性分析プログラムにより鉱物種の同定を行った。� 

3.結果および考察

蛍光X線分析では、典型的な赤みの強い部分(第20表の試料� No1・2)では、鉄のピークが明瞭に検出

され、半定量分析において酸化鉄� (Fe203)が最大89.23%と高い値であった(第20表、第35図の蛍光� 

X線スベクトル図)。

また、� X線同折分析では、へマタイト(赤鉄鉱:Hematite)および石英� (Quartz)が明瞭に検出され

た(第35図のX線回折スペクトル図)。

さらに、赤色塊を水で溶いて光学顕微鏡で観察したところ、直径2.5μm前後、最大長さ 50μmの赤

色のパイプ状ベンガラが確認された(第35図の蛍光X線スベクトル図の顕微鏡写真)。

以上のことから、鉄の化合物(主に赤鉄鉱など)を焼いたベンガラと考える O

ベンガラは、大きく鉄細菌系と非鉄細菌系に分かれる(馬淵・杉ド・ 三輪・沢田・三浦� 2003)。鉄

細菌系のベンガラとしては、パイフ。状ベンガラが知られており、珪藻化石を伴うことから崖端の湧水部� 

Fe20， 

89.23 

百二二
第20表 分析顕微鏡による蛍光� X線分析結果(半定量分析)� 
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[蛍光X線スベクトル] 

(Rh) 

Mn 

Fe 

Si 


Al Pち


日40kel/ 2日日目� keV 

[X線回折スベクトル]� 
lntensitv(cps) 


5日。
 

VFS 

(Rh) (Rh)(Fe) 

60.0日日 80日目。

Meas 

Regis:t 

[蛍光 X線ヌ� d クト� )1図 ] 

元王者記号� 二%、，ミ1111:A Si ケイ素、� Pリン、� Ca:M同ム� Mnマンカツ、� Fe 鋭、� (Rh:ロシ汚ムl 

[X線回折ヌペ ヴト.ll..図]

鉱物名� Hematit巴ヘ マタイ ト(赤鉄鉱)、� Ouartz:石英� 

第35図 赤色塊の蛍光� X線スペクトル図及び� X線回折スペクトル図� 
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や水固なとの環境下で生成されたことが考えられている(岡田� 1997)。

試料は、パイフ。状ベンガラが認められたことから、鉄細菌系のベンガ、ラであり、赤色顔料に使用した

ことが考えられる。� 

4.おわりに

ここでは、新邸遺跡第� 8地点の古墳時代後期の住居跡から出土した赤色塊について、化学組成を調べ

るために蛍光X線分析を行い、鉱物組成を調べるためにX線回折分析を行った。その結果、赤色塊は、

鉄� Feが特徴的に多く検出され、また赤鉄鉱も含まれ、かっパイプ状ベンガラが確認されたことから、

鉄細菌系のベンガ、ラであることが分かった。このことから、この赤色塊は、赤色顔料として使用された

赤色塊と考えられる O

[号|用文献]


馬淵久夫・杉下龍一郎 ・三輪嘉六・沢出正昭・三浦定俊� 2003 r文化財科学の事典JP522朝倉書居 


岡田文男� 1997 iパイフ。状ベン ガラ粒子の復元� J r日本文化財科学会第� 14回大会研究発表要旨集� JP38・39
 

II. 出土人骨について

黒津 一男(パレオ・ラボ) 

1.はじめに

埼玉県志木市柏町� 5丁目の新邸遺跡第� 8地点において多数の人骨の骨片が出士した。以下に出土した

人骨の観察所見を記す。

同定に際しては、国立歴史民族博物館の西本研究室所蔵の標本を使用させていただいた。ここに感謝

の意を表する O 

2. 出土人骨所見

人骨はおおむね灰白色の焼骨であり、骨幹部の破片には焼骨特有の湾曲したひび割れが多数確認され

る� それらは数cm程度の小さな破片とな っているものがほとんどであるため同定にいたるものは少ない。O

また破片を接合しようと試みていくつかのものは接合することはできたが、焼骨であるため変形が著し

く、かっ脆弱な状態で、あるため接合面が崩壊し、大半のものは接合にはいたらなかった。

同定した結果を第� 22表に記し、以下に遺構ごとにそれらの特徴を記す。

【	210出土人骨】� 

21Dより出土した骨片からは、頭蓋骨・惟骨・凶肢骨などが認められた(第21表)。

頭蓋骨は� 2 cm弱の板状骨小片と� 2 cm角の骨片の� 2片のみ検出されており、板状骨の骨厚は、およそ� 3 

mm程度と薄く、一辺が縫合面となっている O なお小片であるため位置などは不明である� O もう� 1つの骨

片は、内耳道がみられ、側頭骨の錐体部である O 
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四肢骨は破片化しており、多くは細片とな っている。また、焼骨に特徴的に認められる湾曲したひび

割れが多数確認される O 同定されたものとしては、大腿骨、慎骨と排骨があるが、破片化しているため、

全体の形状を把握することができず、性別や年齢などの特徴を検討することはできない。しかし大腿骨

と槙骨など骨端が検出されており、これらの骨端は骨化が完了していることから成人の骨と考えられる O

そのほかに、椎骨や仙骨(?)、肋骨、寛骨、膝蓋骨、腫骨や足根骨、中子骨または中足骨、指骨が検

出されている。いずれ も破片化し、変形しているため、全体の形状を把握することができず、詳細な検� 

d1にはいたらない。

【22D出土人骨】� 

22Dより出上した骨片からは、歯のみ同定された(第21表)。そのほかに海綿質のかたまりと、細片

化した倣密質の骨片が検出されているが、いずれも同定にはいた らない。

歯は左上顎第� 2小臼歯で、歯根部が欠如しており、歯冠部のみ検出されている。焼かれているため、

詳細な検討にはいたらないが、� H交頭が残存し、岐耗がさほど進行していないことから年齢のそれほどいっ

ていない青年から壮年と考えられる O 

3. おわりに

新邸遺跡第� 8地点から検出された人骨は、焼骨であり、破片化しているため、性別や年齢など詳細な

検討にはいたらないが、� 21Dおよび22Dの両者とも成人のものと考えられ、� 22Dより出土した人骨は青

年から壮年の可能性が高いと考えられる� O

遺構番号� No. 部位 左右 残存状態 備 考� 

E主|版17-1 頭宣註骨

図版17-2 側頭骨 右 錐体破片

図版17-3 椎骨 惟体破片� 4個
一寸

図版17-4 椎骨 椎弓破片� 2j肉

図版17-5 肋骨 骨幹部破片� 3個

図版17-6 肋骨 骨幹部破片

図版17-7 緋骨 骨幹部

図版17-8 権骨 近位部破片

図版17-9 寛骨 右 腸骨体破片� 

l 図版17-10 大腿骨 一一寸 左 大腿骨滑車 


図版� 17-11 大腿骨 左 遠位部後面破片 


図版17-12 大腿骨 右 骨幹部


図版17-13 膝蓋骨 
  

210 	
図版17-14 腔骨(?) 近位部破片


図版17-15 E重骨 左


図版17-16 足根骨 


図版17-17 足根骨 


図版� 17-18 中手� or中足骨 近位部 


図版� 17-18 中手� or巾足骨 骨幹~遠位部� 2j悶


図版17-19 骨幹~遠位部 2個


図版17-19 中手� or巾足骨 近 位 ~骨幹部 


図版17-19 巾手� or巾足骨 遠位部 
  

図 版日嗣
骨幹~遠位部 
  l

Ull骨� ( ?) 椎体破片 


凶肢骨 骨幹部破片 


図版18 海綿質破片

不不明明

骨幹部破片 


木明 骨端部破片 
  

図版17-21 上顎第� 2小臼歯 左 歯疋1:部

不明 骨端部破片~ 図版17-23 不明 骨幹部破片

第21表出土人骨観察表� 

78 



図版





図
版
1 

1. 調査区近景 2. 確認調査風景 

3. 表土剥ぎ風景 4. 基本層序 

5. 25号土坑 6. 26弓土坑  

7. 28号士坑 8. 29号士坑



図
版 
2 

1. 30号土坑 2. 32号土坑 

3. 33号士坑 4. 35号士坑 

5. 36号士坑 6. 37号士坑 

7. 38号土坑 8. 39号土坑



図
版
3 

1. 40号土坑� 2. 41号土坑� 

3. 42号土坑� 4. 43号土坑� 

5. 44号土坑� 6. 45号士坑� 

7. 46・47号土坑 8.調査風景



図
版 
4 

1. 2号住居跡� 2. 2号住居跡凸堤� 

3. 2号住居跡粘土板炉� 4. 3号住居跡� 

5. 3号住居跡遺物出土状態� 6. 3号住居跡遺物出土状態� 

7. 4号住居跡� 8. 4号住居跡貯蔵穴



図
版

5 

明

• 
t 

1. 5号住居跡� 2. 6号住居跡、� 

3. 6号住居跡炉跡付近� 4. 6号住居跡貯蔵穴� 

5. 7号住居跡� 6. 8号住居跡� 

7. 8号住居跡遺物出土状態 8. 8号住居跡貯蔵穴A 



図
版 
6 

1. 9号住居跡遺物出土状態� 2. 9号住居跡遺物出土状態� 

3. 9号住居跡貯蔵穴付近� 4. 9号住居跡粘土・ベンガラ出土状態� 

5. 9号住居跡炭化材出土状態� 6. 9号住居跡カマド� 

7. 9号住居跡� 8. 10号住居跡



図
版 
7 

1. 1号方形周溝墓遺物出土状態� 2. 1号方形周溝墓遺物出土状態� 

3. 1号方形周溝墓南コ ーナ ー� 4. 1号方形周溝墓南西溝� 

F ゐ恥l 

5. 1号方形周溝墓南東溝� 6. 1号万形周溝墓� 

7. 31号土坑 8. 34号土坑



岡
版
8 

1. 21弓士坑人骨出土状態� 2. 21号土坑人骨出土状態� 

3. 21号士坑� 4. 22号士坑人骨出土状態� 

5. 23号土坑� 6. 27号土坑遺物出土状態� 

7. 27号土坑� 8. 2号井戸跡



図
版
9 

1. 5号溝跡発掘風景� 2. 5号溝跡礁出土状態� 

3. 5号溝跡磯出土状態� 4. 5号溝跡� 

5. 5号溝跡� 6. 6号溝跡� 

7. 6号溝跡 8. 6号溝跡
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21・22号土坑出土人骨

1.頭蓋骨 2. 側頭骨 右錐 体(下商 3.椎骨 椎体 4. 椎骨椎弓 5・6 肋骨 7. ~.JF骨 

8. 榛骨近位部  9 寛骨石  1O~12 大腿骨 (10 左大腿骨滑車  11:遠位部 12 :骨幹部〕 

13. 膝蓋骨 (a:前面 b ・後面 14. 腔骨近位部  15. 腫骨左  (a:側面 b田内面) 

16・17. 足根骨 18・19. 中手骨または中足骨 20. 指骨 21.左上顎第 2小円歯 22・23 木明骨片
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所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特記事項 つ

縄文時代 土坑� 21基 土器小片

古墳時代前期 住居跡� 8車干 土器・ガラス小玉� l方の万台部から柱穴

方形周溝墓� 1基 土器 が配置良く検出されたこ

十坑� 2期 とか ら、同遺構に伴うも� 

のと考えた。

|古墳時代後期 住居跡� l軒 十師器・ベンガラ� 9 Hからはベンガラが

新邸遺跡 出土 した。

集落
(第 8地点)

中世以降 火葬墓� 2基 入管 ・六文銭 六文銭は高熱に より変

十一坑� 2基 形し、銭貨の特定はでき

井戸跡� l基 なか った。

溝跡� 2本 陶磁器・土器・石 溝跡とした5・6Mは野

製品・銅銭 火止用水跡と考えられる O

溝底からは多くの陶磁器・

土器などが出土 した。
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